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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の鍵に対応した多数の弦をハンマーで振動させて音高の異なる楽音を各弦から発音
させる鍵盤楽器のアクション機構に対して、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁
止させる消音機構と、
　上記複数の鍵の操作を検出して、この操作された鍵に応じた楽音信号を生成して出力す
る信号出力手段と、
　この信号出力手段からの楽音信号を機械的変化に変換して、この機械的変化の駆動部分
自身は音を放射せず、接触する響板を振動させて同響板より音を放射させる加振体であっ
て、鍵盤楽器の響板の表面に接触した状態で取り付けられる加振体と、
　上記弦による発音と、上記加振体による発音とにつき、　弦による発音と加振体による
発音とを同時に行なってこれらの合奏を可能とすることを特徴とする楽音装置。
【請求項２】
　上記消音機構によって弦の発音を禁止させ、上記信号出力手段からの信号出力を許容さ
せることと、上記消音機構によって弦の発音を許容させ、上記信号出力手段からの信号出
力を禁止させることとを切換える消音切換え手段をさらに備え、
　さらに上記加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力するか否かを切換える加振体切
換え手段をさらに備え、
　上記加振体切換え手段は、上記消音切換え手段と連動または一体であり、
　上記消音機構によって弦の発音を禁止させ、上記信号出力手段からの信号出力を許容さ
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せて、上記加振体へ楽音信号を出力することと、　上記消音機構によって弦の発音を許容
させ、上記信号出力手段からの信号出力を禁止させて、上記加振体へ楽音信号を出力しな
いこととを切換えることを特徴とする請求項１載の楽音装置。
【請求項３】
　上記消音機構によって弦の発音を禁止させ、上記信号出力手段からの信号出力を許容さ
せることと、上記消音機構によって弦の発音を許容させ、上記信号出力手段からの信号出
力を禁止させることとを切換える消音切換え手段をさらに備え、
　さらに上記加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力するか否かを切換える加振体切
換え手段をさらに備え、
　上記加振体切換え手段は、上記消音切換え手段と非連動または別体であり、
　上記消音機構によって弦の発音を禁止させ、上記信号出力手段からの信号出力を許容さ
せるときに、上記加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力させ、　上記弦の発音を許
容させ、上記信号出力手段からの信号出力を禁止させるときに、上記加振体へ上記信号出
力手段からの信号を出力させない、　または
　上記消音機構によって弦の発音を禁止させ、上記信号出力手段からの信号出力を禁止さ
せるときに、上記加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力させず、　上記弦の発音を
許容させ、上記信号出力手段からの信号出力を許容させるときに、上記加振体へ上記信号
出力手段からの信号を出力させることを特徴とする請求項１記載の楽音装置。
【請求項４】
　複数の鍵に対応した多数の弦をハンマーで振動させて音高の異なる楽音を各弦から発音
させる鍵盤楽器のアクション機構に対して、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁
止させる消音機構を取り付け、
　上記複数の鍵の操作を検出して、この操作された鍵に応じた楽音信号を生成して出力す
る信号出力手段を上記鍵盤楽器に取り付け、
　この信号出力手段からの楽音信号を機械的変化に変換して、この機械的変化の駆動部分
自身は音を放射せず、接触する響板を振動させて同響板より音を放射させる加振体を、上
記鍵盤楽器の響板の表面に接触した状態で取り付け、
　上記弦による発音と、上記加振体による発音とにつき、　弦による発音と加振体による
発音とを同時に行なってこれらの合奏を可能とする切換え手段を上記鍵盤楽器に取り付け
ることを特徴とする楽音装置の生産方法。
【請求項５】
　複数の鍵に対応した多数の弦をハンマーで振動させて音高の異なる楽音を各弦から発音
させる鍵盤楽器のアクション機構に対して、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁
止させる消音機構を取り付け、
　上記複数の鍵の操作を検出して、この操作された鍵に応じた楽音信号を生成して出力す
る信号出力手段を上記鍵盤楽器に取り付け、
　この信号出力手段からの楽音信号を機械的変化に変換して、この機械的変化の駆動部分
自身は音を放射せず、接触する響板を振動させて同響板より音を放射させる加振体を、上
記鍵盤楽器の響板の表面に接触した状態で取り付け、
　上記弦による発音と、上記加振体による発音とにつき、　弦による発音と加振体による
発音とを同時に行なってこれらの合奏を可能とする切換え手段を上記鍵盤楽器に取り付け
ることを特徴とする楽音装置の改造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本件発明は、楽音装置並びに楽音装置の生産方法及び改造方法に関し、特に、接触する
物体を振動させて同物体より音を放射させる加振体を、アコースティックな楽器に取り付
けて、楽音を発音・放音させるものに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、このような加振体としては、ピアノの響板に電磁駆動体を接合し、この電磁駆動
体に楽音信号を送り込んで、電磁駆動体ではなく、響板を振動させて、この響板から楽音
を発音・放音させている。この電磁駆動体が加振体である。
【０００３】
【特許文献１】実開昭６０－１５０８９４号公報
【特許文献２】特開平８－１４６９４９号公報
【特許文献３】特開平８－１１１８９６号公報
【特許文献４】特開平４－１５６７９９号公報
【特許文献５】特開昭５３－６９６２４号公報
【特許文献６】特開平４－５６９９６号公報
【特許文献７】特開平５－８０７４８号公報
【特許文献８】特開平５－７３０３９号公報
【特許文献９】特願２００６－１８１１３５号（未公開）
【特許文献１０】特願２００６－１６００５４号（未公開）
【特許文献１１】特願２００６－１５１２８７号（未公開）
【特許文献１２】特願２００６－１４１９５４号（未公開）
【特許文献１３】特願２００６－１３５８９９号（未公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような楽器に加振体を取り付けると、加振体が目立ち、楽器／鍵盤
楽器の外観を損ねていた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本件発明は、複数種類の楽音からなる楽音信号を機械的変
化に変換して、接触する響板を振動させて同響板より音を放射させる加振体を、鍵盤楽器
の響板の内側に接触した状態で取り付け、鍵盤楽器の前面の水平な棚板の下に配置された
垂直な下前板の上に形成された穴部において、この穴部の内側であって、上記棚板に取り
付け部材を固定し、この取り付け部材に、複数種類の楽音からなる楽音信号を音に変換し
、上記棚板に対して音を伝達する発音体を取り付けるようにした。　
【０００６】
　また、本件発明は、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁止させる消音機構を取
り付け、　この消音機構によって弦の発音を禁止させ、信号出力手段からの信号出力を許
容させることと、上記消音機構によって弦の発音を許容させ、上記信号出力手段からの信
号出力を禁止させることとを切換え、　加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力する
か否かを切換えるようにした。
【０００７】
　さらに、本件発明は、鍵盤楽器の弦による発音と、加振体による発音と、ヘッドフォン
による発音とにつき、　弦による発音と加振体または／及びヘッドフォンによる発音とを
同時に行なってこれらの合奏を可能とすること、若しくは加振体による発音とヘッドフォ
ンによる発音とを同時に行なってこれらの合奏を可能とする切換え手段を上記鍵盤楽器に
取り付けたまたは備えた。
【発明の効果】
【０００８】
　これにより、加振体と発音体とを鍵盤楽器の内部に取り付け、楽器／鍵盤楽器の外側か
ら加振体と発音体とが目立たず、楽器／鍵盤楽器の外側を損ねず、楽器／鍵盤楽器を改造
しても外からはわからない。
【０００９】
　また、弦の発音が禁止されるとき、代わりに加振体を通じて発音でき、弦が発音される
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とき、代わりに加振体による発音が禁止される。また逆に、弦が発音されるとき、同時に
加振体によっても発音され、弦の発音が禁止されるとき、同時に加振体による発音も禁止
され、このとき例えばヘッドフォンを通じて発音される。
【００１０】
　さらに、鍵盤楽器の弦と加振体または／及びヘッドフォンによる合奏が可能となり、ア
コースティックな楽音とエレクトロニックな楽音との合奏を行い、同じ操作の同じ音色・
音高・タッチでありながら、弦の音にさらに異なる音質の音を付加して、音質的に異なる
楽音の合奏が可能となる。
【００１１】
　また、弦または加振体とヘッドフォンとの合奏も行い、同じ操作の同じ音色・音高・タ
ッチの音を鍵盤楽器で放音しながら、ヘッドフォンでこの楽音の音質を細かく聞き分ける
ことができ、また聴覚に障害のある人でも鍵盤楽器からの放音以外に、同じ操作の同じ音
色・音高・タッチの音をヘッドフォンによって耳元で正確に聞くことができる。
【００１２】
　本発明の楽音装置の改造方法は、いったん生産された楽音装置（楽器）に、発音体、加
振体、これを駆動する回路などが後から付加される。また、本発明の楽音装置の生産方法
は、発音体、加振体、これを駆動する回路が、楽音装置（楽器）の生産において組み込ま
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
（１）楽音装置（楽器）の響板８
　図１は楽音装置（楽器）の左方から見た縦断面、図２は楽音装置の右方から見た縦断面
、図３は楽音装置の背面を示し、図４は楽音装置の正面を示す。この楽音装置はアコース
ティックのアップライトピアノの例である。角材状の骨組み（支柱）１は方形枠状に組ま
れ、さらにこの骨組み（支柱）１の方形枠の内側には、縦に延びる複数例えば三本の内支
柱２がほぼ等間隔に固定されている。
【００１４】
　この骨組み１及び内支柱２の前面の上側にはピン板３が固定され、同じくこの骨組み１
及び内支柱２の前面の下側には底板４が固定され、この骨組み１及び内支柱２の上面には
屋根板５が固定され、この骨組み１及び内支柱２の左右両側面側には左親板６、右親板７
が固定されている。
【００１５】
　このピン板３と底板４と左親板６と右親板７とで囲まれた内側であって、楽音装置の背
面側には、方形で平板状の響板８が木ねじ、ボルトまたは接着剤などによって略垂直に取
り付けられている。この響板８は、複数の木材の板が接合されて、大きな一枚の板になっ
ている。これらの繋ぎ合わされている複数の木材板の各部の柾目または木目は、木材板の
長手方向に沿ってほぼ同一方向に揃っている。
【００１６】
　これにより、響板８の音が響板８の一部に偏ることなく、全体に均一に広がり、響板８
から発せられる楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしま
うことがなくなる。
【００１７】
　この響板８は材木から切り出した単体の板材、または薄い膜板材のほか、ベニヤ板、合
板、化粧板、集成材などでもよく、この場合でも、柾目または木目は存在する。これらベ
ニヤ板、合板、化粧板、集成材は、複数枚の木板が積層されたり、繋ぎあわされたりされ
ているが、この場合の複数枚の木板の各柾目または各木目は同じ方向に揃っていないこと
もある。
【００１８】
　このような場合でも、これらの複数枚の木板の各柾目または各木目の合成方向は存在す
るし、複数枚の木板のうちのもっとも多い柾目または木目の方向も存在するし、一番内側
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の電磁駆動ユニット３１、３７に接する積層面の柾目または木目の方向も存在するし、内
側ほど重み付けを大きくした各柾目または各木目の合成方向も存在する。これがこれらベ
ニヤ板、合板、化粧板、集成材の柾目または木目となる。
【００１９】
　この響板８の柾目または木目の方向は、水平方向に対して２０度乃至７０度、望ましく
は３０度乃至６０度、より望ましくは４０度ないし５０度、例えばほぼ斜め４５度の方向
となっている。この響板８の板面は垂直方向に沿っている。この響板８は、振動されて音
を放射するものである。
【００２０】
　この響板８の後面（裏面）の外側の表面には、複数の響棒９…が木ねじ、ボルトまたは
接着剤などによって取り付け固定されている。この響棒９…の長手方向は、上記響板８の
柾目または木目の方向とは異なる方向であって、ほぼ直交する方向にほぼ揃っている。こ
の響棒９…は、２本乃至３０本、望ましくは５本乃至２０本、たとえば１０本が、ほぼ等
間隔で取り付けられている。
【００２１】
　上記響棒９…は、水平方向に対して２０度乃至７０度、望ましくは３０度乃至６０度、
より望ましくは４０度ないし５０度傾斜していてもよい。これにより、響板８の音が水平
方向または／及び垂直方向に偏ることなく、全体に均一に広がり、響板８から発せられる
楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしまうことがなくな
る。なお、響板８は長方形状なので、響板８の音は水平方向または／及び垂直方向にもと
もと偏る性質がある。
【００２２】
　上記各響棒９…は、上記響板８の柾目または木目と、４０度乃至１４０度、望ましくは
６０度乃至１２０度、より望ましくは８０度ないし１００度、例えばほぼ直交する方向に
配置されている。これにより、響板８の音は柾目または木目に沿って伝播し易いが、各響
棒９…によって、柾目または木目を跨いで音が伝播され、響板８の音が偏ることなく、全
体に均一に広がり、響板８から発せられる楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり
音量が減少したりしてしまうことがなくなる。
【００２３】
　この響棒９…の両端縁は、上記響板８の端縁まで達している。これにより、上述の響板
８の音が水平方向または／及び垂直方向に偏ることが無いことが、響板８の端縁まで達成
されることができ、響板８から発せられる楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり
音量が減少したりしてしまうことがなくなる。
【００２４】
　響棒９…の両端は厚さが薄くなっている。これにより、響棒９…自身の共振が防止され
、響板８から発せられる楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したり
してしまうことがなくなる。
【００２５】
　上記響棒９…の各間隔は、１０ｃｍ乃至３０ｃｍであり、等間隔ではなく、不等間隔と
なっていてもよい。これにより、響棒９…が振動の節となって、各響棒９…の間で同じ周
波数の音が共振してしまうことがなくなり、響板８から発せられる楽音が不用意に変異し
たり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしまうことがなくなる。このような響棒９
…は響板８の後面側以外に前面側に取り付けられてもよい。
【００２６】
　上記響板８の前面においてピン板３前面から底板４にかけて金属製のフレーム１０が木
ねじ、ボルトまたは接着剤などによって取り付け固定されている。このフレーム１０には
多数の弦（ピアノ線）１１…が架け渡されている。この弦１１…と上記響板８との間には
駒１２が挟持されて、弦１１…の振動が響板８に伝達されて、響板８が振動して音が出る
ようになっている。
【００２７】
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　楽音装置の底板４の前には左右に一対の前土台１２、１２が木ねじ、ボルトまたは接着
剤などによって取り付け固定されている。この前土台１２、１２の上には垂直に伸びる一
対の棚受け柱１３、１３が木ねじ、ボルトまたは接着剤などによって取り付け固定され、
この棚受け柱１３、１３の上には水平方向に延びる板状の棚板１４が木ねじ、ボルトまた
は接着剤などによって取り付け固定されている。
【００２８】
　この棚板１４の手前上には鍵盤１５が取り付けられており、この棚板１４の奥上には腕
木１６が木ねじ、ボルトまたは接着剤などによって取り付け固定されている。この腕木１
６の前面上縁から棚板１４の上面手前縁にかけて鍵盤蓋１７が開閉可能に木ねじ、ボルト
または接着剤などによって取り付け固定されている。
【００２９】
　上記底板４上面前縁、左親板６内側前縁、右親板７内側前縁、棚板１４下面で囲まれた
内側には、方形で平板状の下前板１８が開閉かつ取り外し可能に取り付けられている。上
記屋根板５下面前縁、左親板６内側前縁、右親板７内側前縁、鍵盤蓋１７の奥上縁で囲ま
れた内側には、方形で平板状の上前板１９が開閉かつ取り外し可能に取り付けられている
。
【００３０】
（２）電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）３１、３７の取り付け構造
　図５は電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）３１の取り付け構造を示す。上記棚板
１４の下面の左側には、金属板からなるＬ字金具３２がねじ留めされている。このＬ字金
具３２は、細長い金属板の中央が直角に折り曲げられて「Ｌ」字形になっており、高さは
１０乃至３０ｃｍほどである。
【００３１】
　このＬ字金具３２の上半分は水平向きになり、棚板１４の下面にねじ留めされる。Ｌ字
金具３２の下半分は垂直向きになり、中央に穴があけられている。この穴に頭が六角のボ
ルト３３が挿通され、このボルト３３にナット３４と調節つまみ３５とが螺合され、この
ナット３４と調節つまみ３５とによって、Ｌ字金具３２を挟持可能となっている。
【００３２】
　このボルト３３の先端は、上記電磁駆動ユニット３１の後面中央のねじ穴に螺着固定さ
れている。上記ナット３４と調節つまみ３５とを回してＬ字金具３２を挟持した状態で、
電磁駆動ユニット３１を響板８に押し当てて、Ｌ字金具３２を棚板１４下面に固定する。
【００３３】
　この後、ナット３４、３３と調節つまみ３５とを回して、電磁駆動ユニット３１を響板
８に所定の力で押し付ける。この押し付けによって、電磁駆動ユニット３１が加振／振動
したとき、電磁駆動ユニット３１と響板８との間に瞬間的に隙間ができず、電磁駆動ユニ
ット３１と響板８とがぶつかり合って異常振動／異常音が発生してしまうことがなくなり
、響板８から発せられる楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したり
してしまうことがなくなる。
【００３４】
　図６は電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）３７の取り付け構造を示す。上記底板
４の上面の右側には、金属板からなる三角金具３６がねじ留めされている。この三角金具
３６は、細長い金属板の中央付近が直角に「Ｌ字状」に折り曲げられ、この「Ｌ字状」の
両先端を架渡すように斜めの金属板がねじ留めされて「三角形」になっており、高さは１
０乃至１２０ｃｍほどである。
【００３５】
　この三角金具３６の短辺にあたる下面は水平向きになり、上記前土台１２の奥面（後面
）に当接されて、底板４の上面にねじ留めされる。三角金具３６の上先端は垂直向きにな
り、中央に穴があけられている。この穴に頭が六角のボルト３３が挿通され、このボルト
３３にナット３４と調節つまみ３５とが螺合され、このナット３４と調節つまみ３５とに
よって、三角金具３６を挟持可能となっている。
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【００３６】
　このボルト３３の先端は、上記電磁駆動ユニット３７の後面中央のねじ穴に螺着固定さ
れている。上記ナット３４と調節つまみ３５とを回して三角金具３６を挟持した状態で、
電磁駆動ユニット３７を響板８に押し当てて、三角金具３６を底板４上面に固定する。
【００３７】
　この後、ナット３４と調節つまみ３５とを回して、電磁駆動ユニット３７を響板８に所
定の力で押し付ける。この押し付けによって、電磁駆動ユニット３７が加振／振動したと
き、電磁駆動ユニット３７と響板８との間に瞬間的に隙間ができず、電磁駆動ユニット３
７と響板８とがぶつかり合って異常振動／異常音が発生してしまうことがなくなり、響板
８から発せられる楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したりしてし
まうことがなくなる。
【００３８】
　このような電磁駆動ユニット３１は、響板８、底板４、屋根板５、左親板６、右親板７
、下前板１８、上前板１９などに、木ねじやボルトなどで留められないので、これらに穴
を開けなくて済み、響板８をはじめとする楽音装置の音響特性を変質させてしまうことが
なくなる。
【００３９】
　また、このように響板８、底板４、屋根板５、左親板６、右親板７、下前板１８、上前
板１９などに、木ねじやボルトを取り付けたり、これらに穴を開けたりしなくてよく、楽
音装置の音質及び音響特性が変化しない。穴部５２はもともと楽音装置に形成されていて
、改造時には形成されていない。
【００４０】
　電磁駆動ユニット３１、３７、Ｌ字金具３２、三角金具３６、スピーカー（発音体）５
１、ツィーター（発音体）５５、取り付け板（取り付け部材）５３、取り付け金具（取り
付け部材）５４は、下側板１８の内側、響板８の内側などに取り付けられ、楽音装置の外
からは全く見えないので、これら電磁駆動ユニット３１、３７、Ｌ字金具３２、三角金具
３６、スピーカー５１、ツィーター５５、取り付け板５３、取り付け金具５４などを取り
付けても楽音装置の外観・美観を損ねることがない。
【００４１】
　電磁駆動ユニット３１、３７の外形は円柱状の本体ケースとこの本体ケースの側面に設
けられている円形の平坦な振動板とからなっている。電磁駆動ユニット３１、３７の中に
はコイルと磁石とが内蔵され、上記本体ケース及び振動板の一方にコイルが連結され他方
に磁石が連結される。
【００４２】
　上記コイルに複数種類の楽音からなる楽音信号が流れると、コイルに生じる磁界と磁石
の磁界との相互作用によって、コイルまたは磁石が振動／駆動／変位し、本体ケースに対
して振動板が振動／駆動／変位する。振動板を上記響板８に直接または連結部材を介して
接合（取付け／連結／接着を含む）させる。したがって、電磁駆動ユニット３１、３７は
、複数種類の楽音からなる楽音信号を機械的変化に変換して、楽音装置の響板８を駆動さ
せて音を放射させる。
【００４３】
　これにより、振動板及び響板８を電磁駆動させて振動させることができる。電磁駆動ユ
ニット３１、３７は、スピーカーとは異なり、それ自体は発音／放音せず、接合された他
の物体を電磁駆動させて振動させ発音／放音させるものである。このような電磁駆動ユニ
ット１１は、特開平８－１４６９４９号公報、特開平８－１１１８９６号公報などに開示
されている。
【００４４】
　三角金具３６の短辺にあたる下面は前土台１２の奥面（後面）に当接されているので、
電磁駆動ユニット３７の響板８への加振力／加圧力の反作用が大きくても、三角金具３６
が前方（図６の右方）へずれてしまうことがない。
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【００４５】
　なお、上記調節つまみ３５はナット、スクリューねじ、蝶ねじなど挟持力または挟持量
を調整できるものならば何でもよい。また、三角金具３６の下面手前は上記前土台１２の
奥面（後面）に当接されなくてもよい。
【００４６】
（３）Ｌ字金具３２及び三角金具３６（支持体）と柔軟板２１（柔軟体）
　上記三角金具３６（支持体）の先端に取り付けられている電磁駆動ユニット（電磁駆動
体／加振体）３７の先端面／加振面には柔軟板２１（柔軟体）が接着剤または接着テープ
などによって取り付けられており、Ｌ字金具３２の先端の電磁駆動ユニット３１には取り
付けられていない。
【００４７】
　この柔軟板２１はクッション性、弾性、可撓性があり、電磁駆動ユニット３７（３１）
と響板８との間に介在される。したがって、この柔軟板２１は、Ｌ字金具３２及び三角金
具３６（支持体）の長さが長いほど介在され、短いほど介在されないことになる。
【００４８】
　これにより、Ｌ字金具３２及び三角金具３６の一端から他端までの長さが長いほど、電
磁駆動ユニット３７（３１）の加振に対して響板８の振動が追従しにくく遅れ易くなるが
、介在される柔軟板２１によってこの遅れが吸収され、響板８と電磁駆動ユニット３７（
３１）とが互いにぶつかり合って生じる異常な共振音が生じなくなる。
【００４９】
　また、Ｌ字金具３２及び三角金具３６（支持体）の長さが長い／短いほど、柔軟板２１
の厚さは厚く／薄くしてもよい。これにより、介在される柔軟板２１による上記遅れの吸
収が、連続的／段階的／無段階に実現される。
【００５０】
　このようなＬ字金具３２及び三角金具３６の一端では、上記電磁駆動ユニット３７（３
１）が支えられ、他端では楽音装置本体に固定され、Ｌ字金具３２及び三角金具３６は上
記電磁駆動ユニット３７（３１）を響板８に当接させることになる。このＬ字金具３２及
び三角金具３６の一端から他端までの長さは、複数の上記電磁駆動ユニット３７、３１ご
とに異なっている。
【００５１】
　しかも、上記ナット３４と調節つまみ３５の調整量は、電磁駆動ユニット３７、３１の
両方において同じであり、電磁駆動ユニット３７、３１が上記響板８に当接される力は同
じとなっている。しかし、異なっていてもよい。電磁駆動ユニット３７の当接力の方が大
きくてもよいし、電磁駆動ユニット３１の当接力の方が大きくてもよい。これにより、こ
のＬ字金具３２及び三角金具３６の一端から他端までの長さに応じて、電磁駆動ユニット
３１の当接力が変化される。
【００５２】
　上記柔軟板２１は例えば以下のような材質が用いられる。材質はクロロプレンゴム（デ
ュポン社のネオプレンゴム、Ｎｅｏ－１８０）、硬さＡ６０、引っ張り強さ７．４ＭＰａ
、伸び２９０％、圧縮永久ひずみ率３５％（７０℃×２２ｈ）。大きさは電磁駆動ユニッ
ト３７、３１の響板８への当接面より若干小さく、厚さは十分の数ｍｍ乃至数ｍｍ、例え
ば０．５ｍｍ乃至２ｍｍであり、上記のようにクッション性、弾性、可撓性がある。
【００５３】
　電磁駆動ユニット３７、３１が上記響板８に当接される力は、電磁駆動ユニット３７、
３１の自重と同じ、または自重の２倍、３倍、４倍、５倍、６倍、７倍、８倍、９倍、１
０倍、十数倍または数十倍より大きい。電磁駆動ユニット３７、３１の自重は、数百グラ
ム、例えば４００グラム乃至５００グラムである。
【００５４】
　このように、電磁駆動ユニット３７、３１が上記響板８に当接される力が電磁駆動ユニ
ット３７、３１の自重より大きいと、電磁駆動ユニット３７、３１の加振力が確実に響板
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８に伝えられ、響板８と電磁駆動ユニット３７（３１）とが互いにぶつかり合って生じる
異常な共振音が生じなくなる。
【００５５】
　電磁駆動ユニット３７、３１が上記響板８に当接される力は、楽音装置本体内の駒２０
の上記響板８への加圧力より小さい。この駒２０の上記響板８への加圧力は約数百キログ
ラム、例えば２００ｋｇ乃至４００ｋｇである。
【００５６】
　このように、電磁駆動ユニット３７、３１が上記響板８に当接される力が楽音装置本体
内の駒２０の上記響板８への加圧力より小さいと、弦１１の振動／音が駒２０を通じて響
板８に伝わるのを妨害して支障を与えることがなくなり、電磁駆動ユニット３７、３１に
よる振動／音以外に弦１１による振動／音も変質されずに確実に響板８から発音／放射さ
れる。
【００５７】
　上記一端から他端までの長さが長い三角金具３６（支持体）は、本鍵盤の楽音装置の底
板４の上面に取り付けられ、上記一端から他端までの長さが短いＬ字金具３２（支持体）
は、本鍵盤の楽音装置の棚板１４の下面に取り付けられる。
【００５８】
　また、上記一端から他端までの長さが長い三角金具３６（支持体）は、本鍵盤の楽音装
置の底板４の下方から持ち上げられ、上記一端から他端までの長さが短いＬ字金具３２（
支持体）は、本鍵盤の楽音装置の棚板１４の下面の上方から吊り下げられている。
【００５９】
　これにより、電磁駆動ユニット３１、３７からの音の放射位置を鍵盤１５や棚板１４に
近い位置にすることができ、鍵盤１５の演奏／操作をしているときに、鍵盤１５を演奏／
操作している指／手が、音の放射／振動を感じることができ、実際の演奏に近い感触を得
ることができる。
【００６０】
　また、三角金具３６の先端の電磁駆動ユニット３７と、Ｌ字金具３２の先端の電磁駆動
ユニット３１とは、これらの三角金具３６とＬ字金具３２との間に、底板４、棚板１４、
左親板６、右親板７などが介在して、一方の電磁駆動ユニット３１（３７）の振動／音が
他方の電磁駆動ユニット３７（３１）に伝わりにくくなり、異常な共振音が生じなくなり
、電磁駆動ユニット３１、３７の音質を高く保つことができる。
【００６１】
（４）電磁駆動ユニット３１、３７の取り付け位置
　上記電磁駆動ユニット３１は響板８の左端であって、棚板１４のすぐ下の位置に取り付
けられている。電磁駆動ユニット３７は響板８の右端であって、棚板１４と底板４のほぼ
中間位置に取り付けられている。
【００６２】
　これにより、電磁駆動ユニット３１、３７は、上記響板８の柾目または木目に沿った同
一線上からずれた位置、及び上記各響棒の各長手方向に沿った同一線上からもずれた位置
の響板の表面に取り付けられる。
【００６３】
　ここで、電磁駆動ユニット３７は、響板８の右端であって、棚板１４のすぐ下の位置に
取り付けられてもよい。この場合でも、電磁駆動ユニット３１、３７は、上記響板８の柾
目または木目に沿った同一線上からずれた位置、及び上記各響棒の各長手方向に沿った同
一線上からもずれた位置の響板の表面に取り付けられる。
【００６４】
　これにより、電磁駆動ユニット３１及び３７からの振動／音が、響板８の柾目または木
目に沿ったある線上に偏らず、響棒９…の一部に沿って偏らなくなり、したがって、響板
８の振動／音が響板の一部に偏ることがなく、響板８全体に均一に伝達され、また響板８
への振動／音の伝達が響板８の隅々までほぼ同じ速度で伝わり、響板８全体が均一に振動
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／発音し、響板８からの楽音の変質／歪みがなくなる。
【００６５】
　また、上記電磁駆動ユニット３１及び３７は、上記響板８のほぼ中心を挟んで、できる
だけ互いに離間される位置に取り付けられることにもなる。できるだけ互いに離間される
位置は、響板８の隅部／頂点の四隅になる。しかし、響板８の隅部／頂点の四隅を駆動さ
せても、響板８の音量は大きくならない。
【００６６】
　響板８の音量を大きくするには、響板８の中心に電磁駆動ユニット３１及び３７を取り
付けなくてはならない。しかし、響板８の中心に複数の電磁駆動ユニット３１及び３７を
接近して取り付けると、互いに干渉しあって響板８から発せられる楽音が不用意に変異し
たり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしまう。
【００６７】
　そこで、両者の調和をはかるため、電磁駆動ユニット３１及び３７は、上記響板８のほ
ぼ中心を挟んで、できるだけ互いに離間される位置に取り付けられることが良いことにな
る。
【００６８】
　上記響板８は、例えば長方形、ひし形のように、互いに直交する方向において、長い部
分つまり長手方向と短い部分つまり幅方向とがあるものであり、電磁駆動ユニット３１及
び３７は、この長手方向に沿って離間され、響板８の左右の端縁付近に取り付けられてい
る。これにより、互いに干渉しあって響板８から発せられる楽音が不用意に変異したり変
質したり歪んだり音量が減少したりしてしまうことがなくなる。
【００６９】
　また、電磁駆動ユニット３１及び３７は、響板８の中心を挟んで互いにほぼ対称な位置
に取り付けられる。これにより、電磁駆動ユニット３１及び３７からの各振動／各音の響
板への伝達に、音量・音質のアンバランスが生じず、電磁駆動ユニット３１及び３７から
の各振動／各音を均等に響板８に伝えることができる。
【００７０】
　さらに、上記響板８は長方形、正方形、六角形などの、線対称の形状をしており、この
線対称のほぼ軸線上の位置に、上記電磁駆動ユニット３１及び３７は、取りつけられてい
る。これにより、電磁駆動ユニット３１及び３７からの各振動／各音が響板８の重心・中
心に対して効率よく伝わり、響板８の音量が低下してしまうことがなくなる。
【００７１】
　また、電磁駆動ユニット３１及び３７は、楽音装置の底面、つまり底板４からほぼ同じ
高さに取り付けられる。これにより、電磁駆動ユニット３１及び３７からの各振動／各音
が床面、底板４に反射してかもし出す音場・音の雰囲気にアンバランスが生じず、電磁駆
動ユニット３１及び３７からの各振動／各音が左右均等に発せられる。
【００７２】
　電磁駆動ユニット３１及び３７は、実際には、響板８の中心、中心線または対称のほぼ
軸線からやや下にずれた位置に取り付けられている。これにより、電磁駆動ユニット３１
及び３７からの音が上方より下方に向かって強く放射され、演奏者は下から音を感じるこ
とができる。
【００７３】
　むろん、電磁駆動ユニット３１及び３７は、響板８の中心、中心線または対称のほぼ軸
線からやや上にずれた位置に取り付けられてもよい。これにより、電磁駆動ユニット３１
及び３７からの音が下方より上方に向かって強く放射され、演奏者は上から音を感じるこ
とができる。
【００７４】
　さらに、電磁駆動ユニット３１及び３７は、上記響板８において楽音装置の内側に取り
付けられ、上記響棒９…は当該響板において楽音装置の外側に取り付けられている。した
がって、電磁駆動ユニット３１及び３７は、響棒９…に当たることを防ぐことができる。



(11) JP 5122193 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

【００７５】
　しかも、電磁駆動ユニット３１、３７、Ｌ字金具３２、三角金具３６、スピーカー５１
、ツィーター５５、取り付け板５３、取り付け金具５４は、下側板１８の内側、響板８の
内側などに取り付けられ、楽音装置の外から隠すことができ、楽音装置の外観が損なわれ
ない。
【００７６】
　さらに、楽音装置の響板８、底板４、屋根板５、左親板６、右親板７、下前板１８、上
前板１９などに、木ねじやボルトが取り付けられたり、これらに穴が開けられたりせず、
楽音装置の音質及び音響特性が変化しない。穴部５２はもともと楽音装置に形成されてい
て、改造時には形成されていない。
【００７７】
　しかも、電磁駆動ユニット３１及び３７は、響棒９…に当接しないで、響棒９…に対応
した位置に取り付けることも可能となる。これは、上述の、響板８のほぼ中心を挟んで、
できるだけ互いに離間される位置、響板８のほぼ中心を挟んで、できるだけ互いに離間さ
れる位置に電磁駆動ユニット３１及び３７が取り付けられる場合などに、電磁駆動ユニッ
ト３１及び３７の取り付け位置が響棒９…の位置と重なっても大丈夫となり、上記音質を
維持してアンバランスを生じない効果を保つことができる。さらに、電磁駆動ユニット３
１及び３７の大きさは、響棒９…の間隔より大きくでき、大きさに制限がなくなる。
【００７８】
　図８は上記電磁駆動ユニット３１及び３７のうち、一方、例えば、電磁駆動ユニット３
１のみを響板８に取り付けた実施例を示す。この実施例では、上記響板８の線対称のほぼ
軸線Ｅ上の響板８の辺縁の近辺の位置に取り付けられることになる。なお、電磁駆動ユニ
ット３７のみを響板８に取り付けてもよい。
【００７９】
　そして、上記響板８の柾目または木目に沿った方向Ｐは、この軸線Ｅと上記響板８の辺
縁の方向ＡＢとからほぼ等角になる。また各響棒９の各長手方向に沿った方向Ｓは、この
軸線Ｅと響板８の辺縁の方向ＡＢとからもほぼ等角になる。このような位置の響板８の表
面に電磁駆動ユニット３１は取り付けられる。
【００８０】
　このような等角位置により、電磁駆動ユニット３１からの振動／音が、響板８の柾目ま
たは木目に沿ったある線上に偏らず、響棒９…の一部に沿って偏らなくなり、したがって
、響板８の振動／音が響板の一部に偏ることがなく、響板８全体に均一に伝達され、また
響板８への振動／音の伝達が響板８の隅々までほぼ同じ速度で伝わり、響板８全体が均一
に振動／発音し、響板８からの楽音の変質／歪みがなくなる。
【００８１】
　なお、図８では、軸線方向Ｅ、響板の辺縁方向ＡＢ、響板８の柾目または木目に沿った
方向Ｐ、各響棒９の各長手方向に沿った方向Ｓの交点は、電磁駆動ユニット３１の中心か
らずれているが、これは図面を見易くするためであり、電磁駆動ユニット３１の中心に移
動しても同じである。
【００８２】
　電磁駆動ユニット３１は、響板８の中心に位置してもよいが、上記位置のように中心か
らずれた位置のほうが、響板８の音質はよくなる。これは、太鼓の幕を叩くのは中心から
辺縁にずれた位置を叩くほうが、音質が良くなるのと同様の理由である。しかし、中心か
らずれると、響板８周縁まで全体に均一に振動／音が伝わらなくなる。そこで上記のよう
な位置に取り付ければ、響板８全体に均一に振動／音が伝わる。
【００８３】
　図８では、電磁駆動ユニット３１は、響板８の線対称の軸線Ｅよりやや下に位置してい
る。これにより、楽音装置の下方から床に渡って音が伝わっていくような演奏感触を得る
ことができる。
【００８４】
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　上記電磁駆動ユニット３１は、楽音装置の複数の弦１１…が架けられる上記駒２０の各
部分からほぼ等距離の位置に取り付けられる。これにより、電磁駆動ユニット３１からの
振動／音が駒２０を通じて各弦１１…に均一に伝わり、一部の弦１１…に偏ることがなく
、電磁駆動ユニット３１による振動／音と弦１１…の共鳴との調和を取ることができる。
【００８５】
　この場合の電磁駆動ユニット３１から等距離の位置にある駒２０は、全ての駒２０では
なく、図４、図８に示すように、低音の弦１１…と中音の弦１１…だけに限られる。これ
は、高音の波長は短いために、電磁駆動ユニット３１からの長さの差が表れにくいからで
ある。
【００８６】
　しかし、電磁駆動ユニット３１のほか、電磁駆動ユニット３７も取り付ければ、高音の
弦１１…については、弦１１…が架けられる上記駒２０の各部分から、電磁駆動ユニット
３７まで、ほぼ等距離の位置に取り付けられる。
【００８７】
　したがって、電磁駆動ユニット３１からは主に低音または中音を出力し、電磁駆動ユニ
ット３７からは主に高音を出力すれば、低音から高音にかけて全ての音域／周波数帯域で
、電磁駆動ユニット３１、３７から、弦１１…が架けられる駒２０の各部分まで、ほぼ等
距離となり、電磁駆動ユニット３１、３７からの振動／音が駒２０を通じて各弦１１…に
均一に伝わり、一部の弦１１…に偏ることがなく、電磁駆動ユニット３１、３７による振
動／音と弦１１…の共鳴との調和を取ることができる。以上のことは他方の電磁駆動ユニ
ット３７だけを楽音装置に単独で取り付けた場合についても同様に成立する。
【００８８】
（６）スピーカー５１、ツィーター５５（発音体）
　図９、図１０及び図１１はスピーカー５１、ツィーター５５（発音体）などを示す。上
記楽音装置の前面の水平な棚板１４の下面と、この棚板１４の下に配置された垂直な下前
板１８の上縁との間には、水平方向に長い穴部５２が形成されている。この穴部５２の中
央の内側（楽音装置背面側）の上記棚板１４の下面には、板状で取り付け板５３（取り付
け部材）がその板面が鉛直方向に起立するように取り付けられている。
【００８９】
　この穴部５２は、左親板６から右親板７までに渡って細長い。この穴部５２の長さ（幅
）は、取り付け板５３の幅のほぼ２倍で、同幅より大きいので、穴部５２の両端での空気
の出入りに障害がない。よって、響板８の振動に支障が生じない。
【００９０】
　取り付け板５３の両端内面（楽音装置背面側）に断面「Ｌ字状」の金属製の取り付け金
具５４、５４が接合され、この取り付け金具５４、５４の内面（楽音装置背面側）にさら
にツィーター５５、５５が重ねられ、ツィーター５５、５５（発音体）から取り付け金具
５４、５４を経て取り付け板５３までねじなどが貫通されて固定されている。
【００９１】
　上記取り付け金具５４、５４の上面のＬ字状に折り曲げられた上面は、上記棚板１４の
下面に接合され、ねじなどで固定される。上記両ツィーター５５、５５の間には、スピー
カー５１、５１が、ねじなどで取り付け板５３の内側（楽音装置背面側）に取り付け固定
されている。
【００９２】
　このスピーカー５１、５１の周囲は、木製の箱型の箱カバー５７、５７（遮蔽体）で囲
われ覆われ塞がれている。この箱カバー５７、５７の上面のみ板が無い。しかし、箱カバ
ー５７、５７の上面は、上記棚板１４の下面に接合するので、スピーカー５１、５１の全
周囲は囲われ覆われ塞がれる。この箱カバー５７、５７は取り付け板５３に、ねじ又は接
着剤などで固定されている。
【００９３】
　上記取り付け板５３及び上記取り付け金具５４、５４の上記ツィーター５５、５５及び
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上記スピーカー５１、５１の前側の部分は放音穴５８…があけられて音が放射され易い。
これら放音穴５８…を覆うように取り付け板５３の外側（楽音装置前面側）には、布５９
が接着されていて、放音穴５８…内に埃、ゴミなどが入らない。　
【００９４】
　上記「Ｌ字状」の取り付け金具５４、５４の折り曲げ角度は直角ではなくやや鋭角とな
っている。これにより、取り付け板５３が斜めに固定され、斜め上方の上記棚板１４下面
に向かって音を放射する位置に、上記ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１が取
り付けられる。上記ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１は、複数種類の楽音か
らなる楽音信号を音に変換して放射する。
【００９５】
　したがって、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１から発せられた音が楽音装
置前面の棚板１４に当たりまたは伝わる。また、上記ツィーター５５、５５、スピーカー
５１、５１からの音は、上記取り付け板５３及び上記取り付け金具５４、５４を介して、
棚板１４に伝わる。
【００９６】
　これにより、棚板１４が振動したり棚板１４の上の鍵盤などが振動したり楽音装置全体
が振動したりして、実際のアコースティックな楽音装置を演奏したときと同様の楽音を発
生できる。また、棚板１４の上の鍵盤には手を置くので、楽音装置の演奏者は鳴っている
音の振動と演奏感触とが感じ取られる。
【００９７】
　なお、上記取り付け板５３の厚みは一律／一定であるが、上縁が下縁に対してより太く
、取り付け板５３の内面（楽音装置背面側）が垂直ではなく、斜め上方に向かって傾斜し
ていてもよい。これでも、上述のようにスピーカー５１、５１から発せられた音が楽音装
置前面の棚板１４に当たりまたは伝わり、棚板１４が振動したり棚板１４の上の鍵盤など
が振動したり楽音装置全体が振動したりする。
【００９８】
　上記電磁駆動ユニット３１（加振体）は上記棚板１４の下面または背面などに取り付け
られている。したがって、電磁駆動ユニット３１（加振体）からの振動は、棚板１４に伝
わり棚板１４の上の鍵盤などが振動したり楽音装置全体が振動したりする。これにより、
ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１からの音と電磁駆動ユニット３１からの振
動とが、棚板１４で合流し、振動と音とが相乗的に混合し、実際のアコースティックな楽
音装置を演奏したときと同様の演奏感触が得られる。
【００９９】
　穴部５２は、楽器の前面の水平な棚板１４の下に形成され、この下に配置された垂直な
下前板１８の上に形成されているので、スピーカー５１及びツィーター５５からの音が穴
部５２の内と外の広い範囲で当たり、実際のアコースティックな楽音装置を演奏したとき
と同様の演奏感触が得られる。
【０１００】
　この楽音装置背面の響板８を振動させて音を放射させる電磁駆動ユニット（電磁駆動体
／加振体）３１、３７へ送られる楽音信号と、上記楽音装置前面のスピーカー５１、５１
（発音体）へ送られる楽音信号とは同じ楽音信号であって、位相が同じである。
【０１０１】
　この場合、響板８の内側への音の位相と、スピーカー５１、５１及びツィーター５５、
５５の内側への音の位相とは、互いに逆位相どうしで、同じであるので、両音が重なると
、互いに強め合ってしまう。このような強め合う逆位相の音は、スピーカー５１、５１及
びツィーター５５、５５ならびに響板８の外側への音を打ち消してしまう。
【０１０２】
　しかし、これら響板８とスピーカー５１、５１との間には、箱カバー（遮蔽体）５７が
設けられているので、両音が重なり合わず、互いに強め合わず、楽音装置の外側へ放射さ
れる音が打ち消されない。このような箱カバー５７はスピーカー５１、５１の全周囲に設
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けられるが、背面（後面）、右側面、左側面、上面または下面だけ若しくはこれらのいく
つかに設けられてもよく、一部で穴が開いていてもよい。
【０１０３】
　また、箱カバー５７は、ツィーター５５、５５の一方または両方にも取り付けられても
よい。しかし、響板８からの音の周波数とスピーカー５１、５１からの音の周波数とは近
いが、響板８からの音の周波数とツィーター５５、５５からの音の周波数は大きく異なっ
ているので、ツィーター５５、５５には、箱カバー５７が無くても、上述の音が強めあう
ことは少ない。
【０１０４】
　スピーカー５１、５１及びツィーター５５、５５の大きさに比べて、取り付け板５３は
下方に大きくせり出している。これにより、スピーカー５１、５１及びツィーター５５、
５５の裏側からの逆位相の音が外へ漏れず、スピーカー５１、５１及びツィーター５５、
５５、響板８から外へ放射される音が打ち消されてしまうことがない。
【０１０５】
　また、この下へ延ばされている取り付け板５３によって、響板８の裏からの逆位相の音
も外へ漏れず、スピーカー５１、５１及びツィーター５５、５５、響板８から外へ放射さ
れる音が打ち消されてしまうことがない。
【０１０６】
　また、上記箱カバー（遮蔽体）５７は省略されてもよい。この場合、響板８の内側への
音と、スピーカー５１、５１及びツィーター５５、５５の内側への音とは、互いに強めあ
うが、下へ延ばされている取り付け板５３によって遮蔽される。
【０１０７】
　上記取り付け板５３の上縁のうち、箱カバー５７のある箇所には、取り付けクッション
４８（図示せず）が両面接着テープまたは接着剤で接着されている。このような取り付け
クッション４８によって、スピーカー５１、５１の裏からの逆位相の音が取り付け板５３
の表へ漏れず、スピーカー５１、５１の表からの音が打ち消されない。
【０１０８】
　上記取り付け板５３の下側の内面（背面）には、ＡＭＰ基板（プリント基板）４９が取
り付けられている。このＡＭＰ基板（プリント基板）４９には、次述する楽音信号をフィ
ルタ制御、周波数特性制御、位相制御、増幅などする、駆動回路が搭載されている。これ
により、スピーカー５１、５１、ツィーター５５、５５などともに、駆動回路も同時に取
り付けでき、生産、改造、加工が容易になる。
【０１０９】
（７）駆動回路（信号出力手段）
　図７は、電磁駆動ユニット３１、３７、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１
の駆動回路（楽音制御回路、信号出力手段）を示す。この駆動回路は、図１８の楽音回路
８０の中のトーンジェネレータ９０及びサウンドシステム９１を構成する。パンポット回
路６１からは、デジタルから変換されたアナログの、音像を形成するための複数の左右の
チャンネル楽音信号が出力される。
【０１１０】
　上記鍵盤１５の各鍵には各種センサが設けられ、操作された鍵の識別コード、鍵操作の
強さ／速さのタッチ、オンタイミング、オフタイミングなどが検出される。上記パンポッ
ト回路６１からの楽音信号は、上記鍵の識別コードに応じた音高、当該鍵盤楽器（楽音装
置）の音色、上記鍵操作のタッチに応じていて、オンタイミングで発音開始されてアタッ
クに入り、オフタイミングでリリースに入る。
【０１１１】
　この場合、タッチは省略されてもよいし、音色は当該鍵盤楽器（楽音装置）と異なって
いてもよいし省略されてもよいし、音高は高音または低音へ変更されてもよい。このよう
な楽音信号は、記憶されたまたは外部から送られてくる自動演奏情報（ＭＩＤＩ情報）ま
たは外部から送られてくる手動演奏情報に基づく楽音信号でもよい。
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【０１１２】
　パンポット回路６１からの左の楽音信号Ｌは、左ＤＳＰフィルタ６２Ｌ、左ＤＳＰフィ
ルタ６３Ｌ、左ＤＳＰフィルタ６４Ｌでフィルタ制御され、高音域、中音域、低音域に分
けられ、左４バンドイコライザー６５Ｌ、左４バンドイコライザー６６Ｌ、左４バンドイ
コライザー６７Ｌで周波数特性が平坦にされ、左位相制御回路６８Ｌ、左位相制御回路６
９Ｌ、左位相制御回路７０Ｌで位相制御され、左アンプ７１Ｌ、左アンプ７２Ｌ、左アン
プ７３Ｌで増幅されて、切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌを経て、左側の上記ツィ
ーター５５、スピーカー５１、電磁駆動ユニット３１から放音出力される。
【０１１３】
　パンポット回路６１からの右の楽音信号Ｒは、右ＤＳＰフィルタ６２Ｒ、右ＤＳＰフィ
ルタ６３Ｒ、右ＤＳＰフィルタ６４Ｒでフィルタ制御され、高音域、中音域、低音域に分
けられ、右４バンドイコライザー６５Ｒ、右４バンドイコライザー６６Ｒ、右４バンドイ
コライザー６７Ｒで周波数特性が平坦にされ、右位相制御回路６８Ｒ、右位相制御回路６
９Ｒ、右位相制御回路７０Ｒで位相制御され、右アンプ７１Ｒ、右アンプ７２Ｒ、右アン
プ７３Ｒで増幅されて、切換えスイッチ７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒを経て、右側の上記ツィ
ーター５５、スピーカー５１、電磁駆動ユニット３７から放音出力される。
【０１１４】
　切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒは、電磁駆動ユニッ
ト３１、３７（加振体）へ上記楽音信号を出力するか否かを切換える加振体切換え手段の
機能を果たす。
【０１１５】
　上記左位相制御回路６８Ｌ、左位相制御回路６９Ｌ、左位相制御回路７０Ｌ、右位相制
御回路６８Ｒ、右位相制御回路６９Ｒ、右位相制御回路７０Ｒには、上記楽音信号Ｒ、Ｌ
の位相の変更量を決定する位相制御データが送り込まれる。このような位相制御データは
、上記楽音信号Ｌ、Ｒの音楽的ファクタデータ、外部からＭＩＤＩ回路を通じて送られて
くる音楽的ファクタデータ、上記楽音装置の操作パネルから入力された音楽的ファクタデ
ータから変換される。
【０１１６】
　この位相制御データの値は、左右の楽音信号Ｌ、Ｒに対して、異なっている。これによ
り、電磁駆動ユニット３１、３７、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１に送り
込まれる楽音信号のそれぞれの位相は異なり、響板８の左部と右部とで位相の異なる楽音
を放音させ、ステレオ音響を形成できる。このステレオ音響の状態を上記音楽的ファクタ
に応じて変更できる。
【０１１７】
　上述のように上記響板８のほぼ中心を挟んで、電磁駆動ユニット３１、３７、ツィータ
ー５５、５５、スピーカー５１、５１は、できるだけ互いに離間される位置に取り付けら
れるので、両電磁駆動ユニット３１、３７、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５
１の楽音信号の位相がずれていても、お互いに打ち消しあったり音質が歪んだりしてしま
うことがない。
【０１１８】
　なお、この位相制御データの値は、左右の楽音信号Ｌ、Ｒに対して、同じでもよい。こ
れにより、電磁駆動ユニット３１、３７、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１
に送り込まれる楽音信号のそれぞれの位相は同じとなり、両電磁駆動ユニット３１、３７
、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１からの楽音信号を互いに強めあって、楽
音信号のレベルを大きくしなくても響板８の音量を大きくできる。この場合、両電磁駆動
ユニット３１、３７を互いに接近させたり、互いに響板８の中心に近づけたりすることも
可能となる。
【０１１９】
　したがって、両楽音信号Ｌ、Ｒのそれぞれの位相制御データの値の差は、両電磁駆動ユ
ニット３１、３７、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１の離間距離が大きくな
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るほど、大きくされてもよい。これにより、両電磁駆動ユニット３１、３７、ツィーター
５５、５５、スピーカー５１、５１に送り込まれる上記楽音信号Ｌ、Ｒのそれぞれの位相
差は、この複数の電磁駆動ユニット３１、３７、ツィーター５５、５５、スピーカー５１
、５１の離間距離が大きくなるほど大きくなり、音量を相乗的に大きくする状態からステ
レオ音響を形成する状態まで段階的に変えていくことができる。
【０１２０】
　上記左ＤＳＰフィルタ６２Ｌ、左ＤＳＰフィルタ６３Ｌ、左ＤＳＰフィルタ６４Ｌ、右
ＤＳＰフィルタ６２Ｒ、右ＤＳＰフィルタ６３Ｒ、右ＤＳＰフィルタ６４Ｒでは、周波数
特性の制御がなされ、例えば、左ＤＳＰフィルタ６２Ｌ、６３Ｌ、６４Ｌをローパス、右
ＤＳＰフィルタ６２Ｒ、６３Ｒ、６４Ｒをハイパスとしたり、左ＤＳＰフィルタ６２Ｌ、
６３Ｌ、６４Ｌと右ＤＳＰフィルタ６２Ｒ、６３Ｒ、６４Ｒとのカットオフ周波数を異な
らせて、右ＤＳＰフィルタ６２Ｒ、６３Ｒ、６４Ｒからより低音が通過するようにしたり
される。これにより、響板８の右がであって鍵盤の低音域側より、より低音が出力される
。こうして、実際のアコースティックな鍵盤の楽音装置により近い音の出方を実現できる
。
【０１２１】
　すなわち、実際のピアノなどのアコースティックな鍵盤の楽音装置では、操作している
鍵盤自体に、発音している楽音の振動が直に伝わってくる。この伝達振動は、鍵盤の低音
域を操作していると、この低音域の鍵に低音の振動が伝わってくるし、鍵盤の高音域を操
作していると、この高音域の鍵に高音の振動が伝わってくるし、鍵盤の中音域を操作して
いると、この中音域の鍵に中音の振動が伝わってくる。これは、弦楽器、管楽器、打楽器
でも同様である。このようなアコースティックな鍵盤の楽音装置の生の演奏感覚を本楽音
装置では得ることができる。
【０１２２】
　上記左位相制御回路６８Ｌ、左位相制御回路６９Ｌ、左位相制御回路７０Ｌ、右位相制
御回路６８Ｒ、右位相制御回路６９Ｒ及び右位相制御回路７０Ｒそれぞれへ送られる位相
制御データの値は互いに異なっている。これにより、例えば、ツィーター５５、５５、ス
ピーカー５１、５１の楽音信号の位相と、電磁駆動ユニット３１、３７の楽音信号の位相
とは反転していたり異ならせたりできる。
【０１２３】
　この場合には、上記箱カバー５７、５７（遮蔽体）が無くても、響板８の内側（裏側）
からの音と、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１の内側（裏側）からの音が強
め合ってしまうことがなく、むしろ打ち消しあってしまい、これらの外側（表側）の音を
打ち消さなくなる。この場合、楽音装置の背面の響板８からの音と前面のスピーカー５１
などからの音とが打ち消しあう可能性があるが、それぞれの音が放射する方向が逆向きな
ので、打ち消しあいは少ない。
【０１２４】
　電磁駆動ユニット３７または３１が響板８の内側に取り付けられると、楽音装置内側の
ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１からの音の位相に対して、響板８からの音
の位相が反転されなくても、楽音装置の外へ放射される音が打ち消しあうことがない。
【０１２５】
　電磁駆動ユニット３７または３１が響板８の外側に取り付けられると、楽音装置内側の
ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１からの音の位相に対して、響板８からの音
の位相が反転されなくても、楽音装置の内で放射される音どうしが打ち消しあう。したが
って、電磁駆動ユニット３７または３１は響板８の外側に取り付けられてもよい。
【０１２６】
　響棒９が響板８の外側に取り付けられていると、響板８の外側に放射される音の全方位
への放射バランスがよくなり上記打ち消しあいも少なくなる。また、響棒９が響板８の内
側に取り付けられていると、響板８の内側に放射される音の全方位への放射バランスがよ
くなり上記打ち消しあいも少なくなる。
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【０１２７】
　上記左アンプ７１Ｌ、左アンプ７２Ｌ、左アンプ７３Ｌからの出力は、差込みスイッチ
７９Ｌを経て、残響共鳴回路７７Ｌで残響（エコー、リバーブ）及び共鳴が付加されて、
ヘッドフォン７８の左イヤホンに送られる。上記右アンプ７１Ｒ、右アンプ７２Ｒ、右ア
ンプ７３Ｒからの出力は、差込みスイッチ７９Ｒを経て、残響共鳴回路７７Ｒで残響（エ
コー、リバーブ）及び共鳴が付加されて、ヘッドフォン７８の右イヤホンに送られる。
【０１２８】
　ヘッドフォン７８は、左右の耳に対して装着され、上記左イヤホン及び右イヤホンから
発音／放音される楽音が外へ漏れない。このヘッドフォン７８は、楽音装置に対して着脱
自在に取り付けられる。
【０１２９】
　差込みスイッチ７９Ｌ、７９Ｒは、ヘッドフォン７８の差込ジャックが差し込まれたと
きに閉じられ、ヘッドフォン７８の差込ジャックが引き抜かれたときに開かれ、ヘッドフ
ォン７８の装着が検出される。上記切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７
５Ｒ、７６Ｒ（加振体切換え手段）は、差込みスイッチ７９Ｌ、７９Ｒと連動しており、
ヘッドフォン７８の差込ジャックが差し込まれたときに開かれ、ヘッドフォン７８の差込
ジャックが引き抜かれたときに閉じられる。
【０１３０】
　したがって、鍵盤楽器／楽音装置の鍵盤１５が演奏されるとき、ヘッドフォン７８が差
込まれていれば、演奏楽音はヘッドフォン７８から残響・共鳴が付加されて出力され、ヘ
ッドフォン７８が差込まれていなければ、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１
、電磁駆動ユニット３１、３７（響板８）から残響・共鳴が付加されないで発音される。
差込みスイッチ７９Ｌ、７９Ｒは、電磁駆動ユニット３１、３７（加振体）へ上記楽音信
号を出力するか否かを切換える加振体切換え手段の機能を果たす。
【０１３１】
　なお、これら電磁駆動ユニット３１、３７などからの楽音は、楽音装置全体で残響・共
鳴が付加されるが、ヘッドフォン７８からの楽音は、このような残響・共鳴の付加がない
ので、残響・共鳴の付加が必要となる。このような残響共鳴回路７７Ｌ、７７Ｒは省略可
能であるし、切換えスイッチが設けられ、楽音信号が残響共鳴回路７７Ｌ、７７Ｒを経て
ヘッドフォン７８へ送られるか、残響共鳴回路７７Ｌ、７７Ｒを経ないでヘッドフォン７
８へ送られるか選択されてもよい。
【０１３２】
　後述する消音切換レバー１７９（消音切換え手段）によって、楽音装置／鍵盤楽器の弦
１３７の発音を禁止させ、上記駆動回路（信号出力手段）の電源を投入し同駆動回路から
の楽音信号の出力を許容させることと、この弦１３７の発音を許容させ、上記駆動回路（
信号出力手段）の電源を遮断し同駆動回路からの楽音信号の出力を禁止させることとが切
換えられる。
【０１３３】
　この消音切換レバー１７９（消音切換え手段）と上記切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、
７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ（加振体切換え手段）、または差込みスイッチ７９Ｌ、
７９Ｒとは連動または一体とされる。これにより、ツィーター５５、５５、スピーカー５
１、５１、電磁駆動ユニット３１、３７（響板８）からの発音と、楽音装置／鍵盤楽器の
弦１３７の発音を禁止させ、上記駆動回路（信号出力手段）の電源を投入し同駆動回路か
らの楽音信号の出力を許容させることとが連動する。
【０１３４】
　また、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１、電磁駆動ユニット３１、３７（
響板８）からの非発音と、楽音装置／鍵盤楽器の弦１３７の発音を許容させ、上記駆動回
路（信号出力手段）の電源を投入し同駆動回路からの楽音信号の出力を禁止させることと
が連動する。これにより、弦１３７からの発音が禁止されると、電磁駆動ユニット３１、
３７などから発音され、弦１３７からの発音が許容されると、電磁駆動ユニット３１、３
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７などからの発音が禁止される。
【０１３５】
　さらに、ヘッドフォン７８からの発音と、楽音装置／鍵盤楽器の弦１３７の発音を禁止
させ、上記駆動回路（信号出力手段）の電源を投入し同駆動回路からの楽音信号の出力を
許容させることとが連動する。ヘッドフォン７８からの発音禁止と、楽音装置／鍵盤楽器
の弦１３７の発音を許容させ、上記駆動回路（信号出力手段）の電源を遮断し同駆動回路
からの楽音信号の出力を禁止させることとが連動する。
【０１３６】
　なお、消音切換レバー１７９（消音切換え手段）と上記切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ
、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ（加振体切換え手段）、または差込みスイッチ７９Ｌ
、７９Ｒとは連動または一体とされず、非連動／独立または別体とされてもよい。これに
より、上述の切換え状態と逆の状態も可能となる。
【０１３７】
　すなわち、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１、電磁駆動ユニット３１、３
７（響板８）からの発音と、楽音装置／鍵盤楽器の弦１３７の発音を許容させ、上記駆動
回路（信号出力手段）からの楽音信号の出力を許容させることとが連動する。これにより
、電磁駆動ユニット３１、３７などからの楽音と、弦１３７からの楽音とが合奏される。
【０１３８】
　また、ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１、電磁駆動ユニット３１、３７（
響板８）からの非発音と、楽音装置／鍵盤楽器の弦１３７の発音が禁止され、上記駆動回
路（信号出力手段）の電源を遮断し同駆動回路からの楽音信号の出力が禁止されることと
が連動する。これにより、楽音装置／鍵盤楽器が完全に無音状態となる。
【０１３９】
　さらに、ヘッドフォン７８からの発音と、楽音装置／鍵盤楽器の弦１３７の発音を許容
させ、上記駆動回路（信号出力手段）の電源を投入し同駆動回路からの楽音信号の出力を
許容させることとが連動する。また、ヘッドフォン７８からの発音禁止と、楽音装置／鍵
盤楽器の弦１３７の発音を禁止させ、上記駆動回路（信号出力手段）の電源を遮断し同駆
動回路からの楽音信号の出力を禁止させることとが連動する。さらに、ヘッドフォン７８
からの発音禁止と、楽音装置／鍵盤楽器の弦１３７の発音を禁止させ、上記駆動回路（信
号出力手段）の電源を投入し同駆動回路からの楽音信号の出力を許容させることとが連動
する。
【０１４０】
　図１４は、以上の切換え状態を示す。消音切換レバー１７９（消音切換え手段）の弦発
音／弦消音（オン／オフ）の切換えと、駆動回路（信号出力手段）の電源の投入／遮断（
オン／オフ）と、切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ（加
振体切換え手段）の出力／非出力（オン／オフ）、ヘッドフォン７８の差込みスイッチ７
９Ｌ、７９Ｒの出力／非出力（オン／オフ）とは一部または全てが連動・一体とされたり
、一部または全てが非連動／独立・別体とされたりする。
【０１４１】
　この連動・一体では、一つの機械的なスイッチに各導通線が接続されて、スイッチが複
数の導通線で共有され一体とされる。また、これら複数のスイッチが、棒、ワイヤー、チ
ェーン、歯車機構、リンクなどで一体的にオン／オフするように連結され連動される。ま
た、一つのスイッチのオン／オフを電気的に検出して、このオン／オフ信号に基づいて、
他のソレノドスイッチ、ホール素子スイッチ、半導体スイッチ、無接点スイッチがオン／
オフされる。
【０１４２】
　これにより、弦１３７発音、楽音信号出力、電磁駆動ユニット３１、３７などからの発
音、ヘッドフォン７８からの発音につき、全て発音・出力から、いずれかの発音・出力、
いずれも発音・出力しない完全無音の状態まで、種々の演奏状態を実現できる。この図１
４の各演奏状態のうち、いずれかの一部の演奏状態を禁止・省略することもできる。よっ
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て、弦発音／弦消音、楽音信号出力／非出力、加振体への出力／非出力、ヘッドフォンへ
の出力／非出力を任意の組み合わせで連動／非連動される。
【０１４３】
　また、上記弦１３７による発音と、上記ツィーター５５、５５、スピーカー５１、５１
、電磁駆動ユニット３１、３７（響板８、加振体）による発音と、上記ヘッドフォン７８
による発音とにつき、　弦１３７による発音と電磁駆動ユニット３１、３７などまたは／
及びヘッドフォン７８による発音とを同時に行なってこれらの合奏が可能とされる。さら
に、電磁駆動ユニット３１、３７などによる発音とヘッドフォン７８による発音とを同時
に行なってこれらの合奏が可能とされる。
【０１４４】
　これにより、鍵盤楽器の弦１３７と電磁駆動ユニット３１、３７または／及びヘッドフ
ォン７８による合奏が可能となり、アコースティックな楽音とエレクトロニックな楽音と
の合奏を行い、同じ操作の同じ音色・音高・タッチでありながら、弦１３７の音にさらに
異なる音質の音を付加して、音質的に異なる楽音の合奏が可能となる。
【０１４５】
　また、弦１３７または加振体とヘッドフォン７８との合奏も行い、同じ操作の同じ音色
・音高・タッチの音を鍵盤楽器で放音しながら、ヘッドフォン７８でこの楽音の音質を細
かく聞き分けることができ、また聴覚に障害のある人でも鍵盤楽器からの放音以外に、同
じ操作の同じ音色・音高・タッチの音をヘッドフォン７８によって耳元で正確に聞くこと
ができる。
【０１４６】
　なお、上記左ＤＳＰフィルタ６４Ｌまたは右ＤＳＰフィルタ６４Ｒは省略されてもよい
し、さらには左ＤＳＰフィルタ６３Ｌまたは右ＤＳＰフィルタ６３Ｒも省略されてもよい
。左４バンドイコライザー６５Ｌ、左４バンドイコライザー６６Ｌ、左４バンドイコライ
ザー６７Ｌ、右４バンドイコライザー６５Ｒ、右４バンドイコライザー６６Ｒまたは右４
バンドイコライザー６７Ｒの一部または全部も省略されてもよいし、左位相制御回路６８
Ｌ、左位相制御回路６９Ｌ、左位相制御回路７０Ｌ、右位相制御回路６８Ｒ、右位相制御
回路６９Ｒまたは右位相制御回路７０Ｒの一部または全部も省略されてもよい。
【０１４７】
　また、電磁駆動ユニット３７または３１の両方または一方は省略され、左ＤＳＰフィル
タ６４Ｌ及び右ＤＳＰフィルタ６４Ｒからの出力が合成され、左４バンドイコライザー６
７Ｌ及び右４バンドイコライザー６７Ｒからの出力が合成され、左アンプ７０Ｌ及び右ア
ンプ７０Ｒからの出力が合成されて、残った電磁駆動ユニット３７または３１の一方に入
力されてもよい。
【０１４８】
（８）打鍵（アクション）機構１０１及びダンパー機構１０２
　図１５～図１７は、多数の弦をハンマーで振動させて音高の異なる楽音を各弦から発音
させる鍵盤楽器のアクション機構に対して、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁
止させる消音機構を示す。
【０１４９】
　図１５及び図１６は打弦機構１０１、ダンパー機構１０２、ジャック禁止機構１０３及
びハンマー禁止機構１０４の一例を示す。アップライトピアノの上記棚板１１１（１４）
の上には各鍵（キー）１１２…が設けられる。この棚板１１１の奥側、中央、手前にはそ
れぞれ横に延びるキーレール１２１、バランスレール１２２、筬前１２３が設けられ、こ
れらキーレール１２１、バランスレール１２２、フロントレール１２３上に各鍵１１２…
が設けられる。フロントレール１２３上には各鍵１１２…ごとにガイドピン１２４…が突
設され、このガイドピン１２４…は各鍵１１２…下面の孔部内に入り、鍵１１２…の左右
の揺れを防止している。
【０１５０】
　各鍵１１２…の中央にはバランスピン１２５…が設けられ、これを支点として各鍵１１
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２…が動く。鍵１１２…の奥上面にはキャプスタン１２６…が設けられ、キーオンによっ
て上昇し、キーオフによって下降する。キャプスタン１２６…の上には前後に延びるウィ
ッペン１２７…が設けられ、このウィッペン１２７…の奥側はウィッペンフレンジ１２８
…を介してセンターレール１２９の下に回動可能に設けられている。
【０１５１】
　ウィッペン１２７…の中央やや先端寄りには、縦に延びるジャック１３０…が揺動可能
に取り付けられている。このジャック１３０…の基端は手前にやや突出して突出部１３０
ａ…が形成されている。この突出部１３０ａ…下面と上記ウィッペン１２７…上面との間
にはジャックスプリング１３１…が固定され、ジャック１３０…が奥方向に付勢されてい
る。
【０１５２】
　このジャック１３０…はウィッペン１２７…とともに、キーオンに応じて持ち上げられ
、ジャック１３０…の先端がハンマーバット１３３…を押し上げ、さらに突出部１３０ａ
…がレギュラティングボタン１３２…の下面に当接すると、ジャック１３０…は回動して
ジャック１３０…の先端がハンマーバット１３３…からはずれる。このレギュラティング
ボタン１３２…は上記センターレール１２９の手前に突設されている。
【０１５３】
　センターレール１２９の上方手前には縦に延びるバットフレンジ１３５…が固定され、
このバットフレンジ１３５…の先には上記ハンマーバット１３３…が回動可能に支持され
ている。ハンマーバット１３３…の上にはハンマーシャンク１３４…が固定され、このハ
ンマーシャンク１３４…の先端にはハンマーヘッド１３６…が固定されている。上記ジャ
ック１３０…が持ち上げられると、ハンマーバット１３３…が上方へ押し下げ上げられ、
これによりハンマーバット１３３…とともにハンマーシャンク１３４…が奥方へ回動され
、ハンマーヘッド１３６…が弦１３７を叩く。
【０１５４】
　上記ハンマーシャンク１３４…の手前には、筒形のハンマーレール１３８が固定されて
おり、このハンマーレール１３８の奥面には緩衝部１３９が取り付けられ、この緩衝部１
３９にはハンマーシャンク１３４…が受け止められる。上記ハンマーバット１３３…から
手前方向にはバックストップ１４０…が突設され、上記ウィッペン１２７…の先端上面に
はバックチェック１４１…が突設され、打弦後、鍵１１２…が押さえられている間、バッ
クストップ１４０…がバックチェック１４１…に受け止められている。
【０１５５】
　センターレール１２９の上面には奥方に延びるダンパーフレンジ１４３…が固定され、
このダンパーフレンジ１４３…の先には上下に延びるダンパーレバー１４４…が回動可能
に支持されて、このダンパーレバー１４４…の手前のダンパーフレンジ１４３…上には、
上方に延びるダンパースプリング１４５…が固定され、ダンパーレバー１４４…が弦１３
７…方向に付勢されている。このダンパーレバー１４４…の上先端にはダンパーワイヤ１
４６…が連結され、このダンパーワイヤ１４６…の先にはダンパーヘッド１４７…が固定
され、このダンパーヘッド１４７…の奥面にはフェルトが取り付けられ、このフェルトは
上記弦１３７…に当接している。
【０１５６】
　一方上記ウィッペン１２７…の奥上面には、縦に延びるダンパースプーン１４８…が突
設されており、キーオンに応じてこのダンパースプーン１４８…がダンパースプリング１
４５…に抗してダンパーレバー１４４…の下部を押し、これによりダンパーヘッド１４７
…が弦１３７…より離れる。上記ダンパーワイヤ１４６…の手前には、板状のダンパーレ
バーストップレール１４９が固定されており、このダンパーレバーストップレール１４９
の奥面には緩衝部１５０が取り付けられ、この緩衝部１５０には上記ダンパーワイヤ１４
６…が受け止められる。なお、上記センターレール１２９、ハンマーレール１３８及びダ
ンパーレバーストップレール１４９は後述するアクションブラケット１６１…の間に架け
渡されている。
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【０１５７】
（９）ジャック禁止機構１０３及びハンマー禁止機構１０４
　図１５及び図１６にはジャック禁止機構１０３及びハンマー禁止機構１０４が示され、
さらに図１７はジャック禁止機構１０３、ハンマー禁止機構１０４及び発音（打鍵発音）
／無音（消音、止音、電子発音）の切換機構１０５を示す。
【０１５８】
　ピアノ内の２つのアクションブラケット１６１…の間の下方には円柱状の回転軸１６２
が回転可能に架け渡されている。この回転軸１６２の両端には支持リンク１６３、１６３
の基端が固定され、この支持リンク１６３、１６３の各先端の間には、支持軸１６４が固
定されている。この支持軸１６４にはジャックシフトローラ１６５が回転可能に支持され
ている。上記回転軸１６２の一方の端には駆動リンク１６６の基端が固定されている。
【０１５９】
　上記２つのアクションブラケット１６１…の間の上方には円柱状の回転軸１７２が回転
可能に架け渡されている。この回転軸１７２の両端には支持リンク１７３、１７３の基端
が固定され、この支持リンク１７３、１７３の各先端の間には、支持軸１７４が固定され
ている。この支持軸１７４にはハンマーストップローラ１７５が回転可能に支持されてい
る。上記回転軸１７２の一方の端には駆動リンク１７６の基端が固定されている。
【０１６０】
　上記駆動リンク１６６及び１７６の先端は切換ワイヤー１７７で連結され、この切換ワ
イヤー１７７は駆動リンク１７６からさらに下方に延長され、ワイヤーチューブ１７８内
を通って、棚板１１１（１４）に設けられた孔部を通り、ピアノ外に出て消音切換レバー
１７９に連結されている。この消音切換レバー１７９とワイヤーチューブ１７８とは、上
記棚板１１１（１４）の下面に設けられている。
【０１６１】
　上記駆動リンク１７６の先端とピアノのピン板または側板等の内壁との間にはスプリン
グ１６８が架け渡されており、ジャックシフトローラ１６５及びハンマーストップローラ
１７５が駆動リンク１６６及び１７６を介して付勢される。一方のアクションブラケット
１６１の内側からスプリング１６８のストッパ１６９が突設され、このストッパ１６９に
は上記駆動リンク１６６の先端上縁が当接して駆動リンク１６６及び１７６の可動範囲を
規制している。ジャックシフトローラ１６５及びハンマーストップローラ１７５は、ゴム
、木材、スポンジ、フェルトまたは軟質樹脂等の緩衝材からなる。
【０１６２】
　上記消音切換レバー１７９を切り換えると、切換ワイヤー１７７がスプリング１６８の
付勢力に抗して引かれ、駆動リンク１６６及び１７６、回転軸１６２及び１７２、支持リ
ンク１６３、１６３及び１７３、１７３とともにジャックシフトローラ１６５及びハンマ
ーストップローラ１７５が回動され、図１５の状態から図１６の状態へと向きが変えられ
る。このとき消音切換レバー１７９は切り換えた状態で安定的に保持される。
【０１６３】
　これにより、ジャックシフトローラ１６５がジャック１３０…に当接し、ジャックスプ
リング１３１…に抗してジャック１３０…を押し出し、これによりジャック１３０…の先
端がハンマーバッド１３３…の下面から外れ、ジャック１３０…がハンマー１３３…、１
３４…、１３６…を作動させることが禁止される。この結果ジャック１３０…のところで
ハンマーヘッド１３６…が弦１３７…に当たることを禁止することができ、打弦のときジ
ャック１３０…にかかる力はハンマーヘッド１３６…またはハンマーシャンク１３４…に
かかる力より小さいので、ジャックシフトローラ６５またはジャック禁止機構３の強度や
ジャック１３０…の強度を上げる必要がなくなる。
【０１６４】
　また、キーオン操作またはキーオフ操作によってジャック１３０…はジャックシフトロ
ーラ１６５上をジャックシフトローラ１６５を転動させながら上昇するので、ジャックシ
フトローラ１６５はキー操作に応じたジャック１３０…の当接面に沿った動きを吸収でき
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、打弦機構１０１が禁止機構に当たる衝突音はほとんど発生しないし、ジャック１３０…
の表面も磨耗しない。
【０１６５】
　さらに、ハンマーストップローラ１７５も回動してハンマーシャンク１３４…に近付く
。これによりハンマー１３３…、１３４…、１３６…が弦１３７…に向かって動いても、
ハンマーヘッド１３６…が弦１３７…に当たる前に、ハンマーシャンク１３４…がハンマ
ーストップローラ１７５に当接し、ハンマーヘッド１３６…が弦１３７…を打つことが禁
止される。ハンマーストップローラ１７５は回転軸１６２に対して回動可能となっている
ので、ハンマーストップローラ１７５はハンマーシャンク１３４…の長手方向への動きも
吸収することができる。
【０１６６】
　上記消音切換レバー１７９を逆に切り換えて解除すると、切換ワイヤー１７７がスプリ
ング１６８の付勢力に沿って引かれ、駆動リンク１６６及び１７６、回転軸１６２及び１
７２、支持リンク１６３、１６３及び１７３、１７３とともにジャックシフトローラ１６
５及びハンマーストップローラ１７５が逆回動され、図１６の状態から図１５の状態へと
復帰される。このとき駆動リンク１６６の先端上縁がストッパ１６９に当接する。
【０１６７】
　これにより、ジャックシフトローラ１６５がジャック１３０…から離れ、ジャックスプ
リング１３１…の付勢力によってジャック１３０…が復帰し、これによりジャック１３０
…の先端がハンマーバッド１３３…の下面に当接し、ジャック１３０…がハンマー１３３
…、１３４…、１３６…を作動させることが許容される。
【０１６８】
　また、ハンマーストップローラ１７５も逆回動してハンマーシャンク１３４…から遠ざ
かる。これによりハンマー１３３…、１３４…、１３６…が弦１３７…に向かって動くと
、ハンマーヘッド１３６…が弦１３７…に当たり、ハンマーヘッド１３６…が弦１３７…
を打つことが許容される。
【０１６９】
（１０）楽音回路８０
　図１８は楽音回路８０を示す。この楽音回路は上述のＡＭＰ基板（プリント基板）４９
として構成され、取り付け板５３後面／背面に構成されている。電源回路９２は楽音回路
８０全体に電力を供給し、電源スイッチ９３の投入によって電力を供給し、電源スイッチ
９３の遮断によって電力を遮断する。
【０１７０】
　この電源スイッチ９３は、上述の消音切換レバー１７９と連結または連動されている。
この楽音回路８０は上記消音切換レバー１７９が無音（消音、止音、電子発音）状態に切
り換えられたときに連動して電源が投入される。むろん楽音回路８０の電源投入は消音切
換レバー１７９と連動せず、発音（打鍵発音）状態でも電子発音が行われてもよい。
【０１７１】
　以下に詳述する発光部８１、８２、受光部８３、８４、スキャン回路８５などは、鍵の
操作を検出して、この操作された鍵に応じた楽音信号を生成して出力する信号出力手段で
ある。
【０１７２】
　上記各鍵１１２…の下面には段差を有する光シャッタ（図示せず）が設けられ、この光
シャッタは鍵操作によって下動すると、発光部８１、８２と受光部８３、８４との間の光
が遮られる。さらに鍵１１２が下動すると、まず光シャッタの低い方の段差が通過して発
光部８１から受光部８３へ射光され、次いで光シャッタの高い方の段差が通過して発光部
８２から受光部８４へ射光される。受光部８３、８４では光が電気信号に変換され出力さ
れる。
【０１７３】
　各受光部８３…、８４…からの各信号のアップエッジ／ダウンエッジはスキャン回路８
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５でスキャンされ、ＣＰＵ８６によって各光スイッチング動作のタイミングすなわち各遮
光１タイミング、各透光タイミングが検出される。検出された遮光タイミングの差、透光
タイミングの差、遮光時間の差に応じてタッチデータが作成される。また最初の遮光タイ
ミングに応じてキーオンタイミングが検出される。さらに最後の遮光または透光タイミン
グに応じてキーオフタイミングが検出される。
【０１７４】
　このときＲＯＭ８７、ＲＡＭ８８等が使用される。検出されたキーオン、キーオフ及び
操作鍵に応じた楽音データ及び作成されたタッチデータはメモリ装置８９に記憶されたり
、トーンジェネレータ９０を通じてサウンドシステム９１で発音されたり、ＭＩＤＩ回路
９２を介して送出される。このタッチ（ベロシティ）データは発音などのキー操作の速さ
または強さを示す。
【０１７５】
（１１）スピーカー５１、ツィーター５５（発音体）の第二実施例
　図１２はスピーカー５１、ツィーター５５（発音体）の第二実施例を示す。本実施例で
は、取り付け板５３などが斜めに配置されず、鉛直（垂直）に配置される。Ｌ字状の取り
付け金具は直角に折り曲げられる。
【０１７６】
　このような第二実施例でも、スピーカー５１、５１、ツィーター５５、５５からの音が
棚板１４に当たる。穴部５２が大きく、穴部５２の高さがスピーカー５１、５１、ツィー
ター５５、５５の口径に略等しければ、このような鉛直な配置でも、楽音装置の外に充分
に音を放射できる。他の構成、作用、効果は上記第一実施例と同じであり、説明は省略す
る。
【０１７７】
（１２）スピーカー５１、ツィーター５５（発音体）の第三実施例
　図１３はスピーカー５１、ツィーター５５（発音体）の第三実施例を示す。本実施例で
も、取り付け板５３などが斜めに配置されず、鉛直（垂直）に配置される。Ｌ字状の取り
付け金具は直角に折り曲げられる。
【０１７８】
　箱カバー５７は、若干テーパー状の箱型で、スピーカー５１の上面も遮蔽された完全な
箱型になっていて、ボール紙製である。この箱型の四辺縁は外側に折り曲げられ、取り付
け板５３の表面に固定される。ただし、箱カバー５７の上縁のみ固定されず、箱カバー５
７の上縁に取り付けクッション４８が重ねられ、取り付け板５３の上縁と棚板１４下面と
の間に挟まれる。
【０１７９】
　これにより、スピーカー５１、５１からの音が箱カバー５７の外に漏れず、スピーカー
５１、５１の裏からの逆位相の音が取り付け板５３の表へ漏れず、スピーカー５１、５１
の表からの音が打ち消されない。
【０１８０】
　また、箱カバー５７の内側奥面にはスピーカークッション５６が接着され、このスピー
カークッション５６にはスピーカー５１の奥端が当接する。これにより、スピーカー５１
、５１の裏からの逆位相の音がスピーカークッション５６に吸収され、逆位相の音が減衰
されて拡散されず、逆位相の音が箱カバー５７に伝わらず、スピーカー５１、５１の表か
らの音が打ち消されない。
【０１８１】
　このスピーカー５１、５１を密封する箱カバー５７とスピーカークッション５６とによ
って、逆位相の音が相乗的にかなり減衰され小さくされる。他の構成、作用、効果は上記
第一実施例と同じであり、説明は省略する。
【０１８２】
（１３）他の実施の形態
　本件発明は上記実施例に限定されず、本件発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変更可能
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である。例えば、ヘッドフォン７８の代わりに、小型スピーカー、小型ツイータ、小型電
磁駆動ユニットが接続されてもよい。これにより、この小型スピーカー、小型ツイータ、
小型電磁駆動ユニットから、残響・共鳴が付加された楽音が発音される。
【０１８３】
　また、ヘッドフォン７８は省略可能であり、差込みスイッチ７９Ｌ、７９Ｒ（加振体切
換え手段）の一部または全部は省略可能である。切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ
、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ（加振体切換え手段）の一部または全部は省略可能である。残
響共鳴回路７７Ｌ、７７Ｒの一部または全部は省略可能である。
【０１８４】
　電源スイッチ９３（消音切換え手段）は省略可能である。発光部８１、８２、受光部８
３、８４、スキャン回路８５（信号出力手段）の一部または全部は省略可能である。ジャ
ック禁止機構１０３（１６２、１６３、１６４、１６５）（消音機構）、ハンマー禁止機
構１０４（１７２、１７３、１７４、１７５）（消音機構）、切換機構１０５（１６８、
１６９、１７６、１７７、１７８、１７９）（消音切換え手段）の一部または全部は省略
可能である。
【０１８５】
　切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒは、電磁駆動体３１
、３７、スピーカー５１、ツイータ５５の入力端だけでなく、図７の駆動回路のどの箇所
に挿入されてもよい。差込みスイッチ７９Ｌ、７９Ｒは、ヘッドフォン７８の入力右端だ
けでなく、残響・共鳴回路７７Ｌ、７７Ｒの出力端に設けられてもよい。
【０１８６】
　電源スイッチ９３は、図１８の楽音回路８０、図７の駆動回路のいずれかの箇所に挿入
され、楽音信号の流れを遮断するものであってもよい。電源スイッチ９３、切換えスイッ
チ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ、差込みスイッチ７９Ｌ、７９Ｒの
一部のスイッチは他のスイッチと合体されて兼用されてもよい。
【０１８７】
　上記切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ、差込みスイッ
チ７９Ｌ、７９Ｒ、電源スイッチ９３の一部はメーク接点、他方はブレーク接点として、
択一的にオン／オフするスイッチであってもよい。
【０１８８】
　上記切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ、差込みスイッ
チ７９Ｌ、７９Ｒ、電源スイッチ９３、消音切換えレバー１７９（消音切換え手段）は、
回路の導通路をオン／オフする機械的なスイッチであるが、ソレノイドスイッチ、ホール
素子スイッチ、半導体スイッチ、無接点スイッチ、ゲート群、アンドゲート群、データセ
レクタ、マルチプレクサ、デマルチプレクサなど、回路をオン／オフできればどのような
スイッチ／切換え手段でもよい。
【０１８９】
　上記ジャック禁止機構１０３（１６２、１６３、１６４、１６５）（消音機構）、ハン
マー禁止機構１０４（１７２、１７３、１７４、１７５）（消音機構）、切換機構１０５
（１６８、１６９、１７６、１７７、１７８、１７９）（消音切換え手段）をはじめとす
る本件発明は、アップライトピアノタイプのほか、グランドピアノタイプに適用されても
よいし、チェンバロなど、弦を叩くほか、はじいたり、爪弾いたり、つまんだり、擦った
りする鍵盤楽器にも適用されてもよい。
【０１９０】
　図１５、図１６、図１７に示す消音機構（ジャック禁止機構１０３、ハンマー禁止機構
１０４）は、いったん生産された楽音装置（鍵盤楽器）に後から付加されて改造されても
よいし、楽音装置（鍵盤楽器）の生産時に同時に組み込まれてもよい。
【０１９１】
　同様に、図５～図１４、図１８の電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）、スピーカ
ー５１（発音体）、ツイータ５５（発音体）、取り付け板（取り付け部材）５３、駆動回
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路、楽音回路８０などは、いったん生産された楽音装置（鍵盤楽器）に後から付加されて
改造されてもよいし、楽音装置（鍵盤楽器）の生産時に同時に組み込まれてもよい。
【０１９２】
　上記図１５、図１６、図１７の消音機構（ジャック禁止機構１０３、ハンマー禁止機構
１０４）と、図５～図１４、図１８の電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）、スピー
カー５１（発音体）、ツイータ５５（発音体）、取り付け板（取り付け部材）５３、駆動
回路、楽音回路８０などとは、両方同時に、または別々に、いったん生産された楽音装置
（鍵盤楽器）に後から付加されて改造されてもよいし、両方同時に、または別々に、楽音
装置（鍵盤楽器）の生産時に組み込まれてもよいし、一方が楽音装置（鍵盤楽器）の生産
時に組み込まれてもよいし、他方がいったん生産された楽音装置（鍵盤楽器）に後から付
加されて改造されてもよい。
【０１９３】
　ジャック禁止機構１０３（１６２、１６３、１６４、１６５）（消音機構）、ハンマー
禁止機構１０４（１７２、１７３、１７４、１７５）（消音機構）は、ジャック１３０の
動きを止められるなら、ハンマー１３４、１３６の動きを止められるなら、アクション機
構のどこに設けられてもよい。
【０１９４】
　切消音切換レバー（消音切換え手段）１７９などの切換機構１０５は、ワイヤー、レバ
ーのほか、棒、チェーン、歯車機構、リンク機構、切換えスイッチなど、消音機構によっ
て弦の発音を禁止させ、信号出力手段からの信号出力を許容させることと、消音機構によ
って弦の発音を許容させ、信号出力手段からの信号出力を禁止させることとを切換えるこ
とができれば、どのようなものでもよい。
【０１９５】
　発光部８１、８２、受光部８３、８４、スキャン回路８５は、ホール素子及び差動トラ
ンス等の磁気センサ、差動コンデンサ等の電界センサ、圧電素子を用いた圧力センサ、速
度センサ、加速度センサ、圧力センサ、キーオンまたはキーオフで時間的にずれて作動す
る複数段差スイッチ等を用いたシステムなど、いずれの鍵が操作されたのか、鍵の操作の
速さまたは強さを検出できて、鍵１１２の操作を検出して、この操作された鍵１１２に応
じた楽音信号を生成して出力できればどのようなものでもよい。この場合、これらのセン
サ、スイッチ等が鍵１１２の下面または棚板１１１（１４）の上面に設けられる。
【０１９６】
　回転軸６２及び７２は側板に直接取り付けられてもよいし、棚板１１１（１４）から立
設された２本の支柱の間に架け渡されてもよいし、楽音装置の屋根板、ピン板等から２つ
のスプリングで吊り下げられてもよいし、２つの側板内側に設けられたガイドレールに両
端がスライド可能に支持されてもよい。
【０１９７】
　この場合、切換ワイヤー１７７は４本用意され、各切換ワイヤー１７７…が消音切換レ
バー１７９と連結されとともに、回転軸１６２の両端及び回転軸１７２の両端に連結され
る。上記各支柱、回転軸１６２の両端及び回転軸１７２の両端はスプリングで付勢され、
消音切換レバー１７９を切り換えることによって各支柱が傾いたり、回転軸１６２、１７
２がスライドされたりする。
【０１９８】
　また、ハンマー禁止機構１０４は場合によって省略可能である。ジャック１３０…をハ
ンマー１３３…、１３４…、１３６…から解除すれば、ハンマー１３３…、１３４…、１
３６…が大きく動くことが少ないからである。この場合、ブライドルテープまたはブライ
ドルワイヤーは省略可能である。
【０１９９】
　さらに、駆動リンク１６６先端と駆動リンク１７６先端と消音切換レバー１７９とは、
リンク、連結棒等によって連結されてもよい。ジャックシフトローラ１６５及びハンマー
ストップローラ１７５は回転可能なものほか固定されたものでもよいし、円柱状のほか角
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柱状でもよい。
【０２００】
　また、ハンマー禁止機構１０４及び切換機構１０５としては、上述のものに限られず、
種々の切換機構が用いられることができる。このような種々のハンマー禁止機構及び切換
機構を本願出願人は出願済みであり、例えば特願平５－２４３１８３号、特願平５－２４
３１８４号、特願平６－５０５０７号、特願平６－５５９６５号、特願平６－９４９７０
号及び特願平７－２５４２８２号明細書及び図面に示される。
【０２０１】
　三角金具３６（支持体）、Ｌ字金具３２（支持体）は、底板４、棚板１４だけでなく、
ピン板３、左親板６、右親板７、下前板１８、上前板１９などの内側にまたは外側に取り
付けられてもよいし、省略されてもよいし、その形状は任意であり、その材質は、金属製
のほか、木製、紙製、樹脂製、ガラス製、布製、セラミック製でもよい。
【０２０２】
　金具３６、３２（支持体）の数及び電磁駆動ユニット３１、３７（加振体）の数は、３
つ以上であってもよく、金具３６、３２（支持体）のそれぞれの長さは短いものから長い
ものまで種々の異なる長さであってもよい。この場合、金具３６、３２（支持体）が長く
なるにしたがって、柔軟板２１の厚さは厚くなり、金具３６、３２（支持体）が短くなる
にしたがって、柔軟板２１の厚さは薄くなりまたは無くなる。
【０２０３】
　スピーカー５１及びツィーター５５が固定された取り付け板５３または電磁駆動ユニッ
ト３１が固定されたＬ字金具３２は、棚板１４の下面のほか、棚板１４の奥面、上面、側
面などに取り付けられてもよい。
【０２０４】
　楽器の前面の水平な棚板１４の下に配置された垂直な下前板１８の上に形成された穴部
５２の形状は、単一で方形で水平方向に延びるものであるが、複数に別れ、円形、楕円形
、その他の形状でもよく、垂直方向、斜め方向に延びてもよいし、覆われていない穴、金
属製、樹脂製または布製の網または穴あき板、布などが張られ覆われてもよいし、省略さ
れてもよい。
【０２０５】
　上記取り付け板５３は斜めに取り付けられたり、斜めの面が形成されたりするが、スピ
ーカー５１及びツィーター５５からの音が棚板１４に向かって放射されれば、どのような
傾斜構造でもよいし、取り付け板５３の形状は板状のほか、湾曲状、球面状でもよく、複
数に分割されてもよいし、省略されてもよいし、その材質は、木製のほか、金属製、紙製
、樹脂製、ガラス製、布製、セラミック製でもよい。
【０２０６】
　箱カバー（遮蔽体）５７の形状は、箱形のほか、半球形、テーパー形など、どのような
ものでもよい。箱カバー（遮蔽体）５７の大きさは、取り付け板５３の全面わたる大きさ
でもよいし、底板４から棚板１４までの大きさ、底板４から屋根板５までの大きさ、左親
板６から右親板７までの大きさ、楽音装置の中に設置された遮蔽板一枚であってもよいし
、省略されてもよいし、その材質は木製、紙製のほか、金属製、樹脂製、ガラス製、布製
、セラミック製でもよい。
【０２０７】
　スピーカー５１及びツィーター５５を有する取り付け板５３が取り付けられるのは、棚
板１４のほか、底板４、屋根板５、左親板６、右親板７、骨組み（支柱）１、内支柱２、
ピン板３、フレーム１０、響板８などであってもよいし、スピーカー５１またはツィータ
ー５５の一方または両方が省略されてもよい。
【０２０８】
　電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）３１、３７は、響板８の右方中央と左方中央
のほか、上方中央と下方中央、右上隅と左下隅、右下隅と左上隅、中心付近などに取り付
けられてもよい。
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【０２０９】
　電磁駆動ユニット３１、３７は響板８に対して３つ以上、４つ以上取り付けられてもよ
く、省略されてもよく、響板８の数も複数としてもよい。この場合、右方中央と左方中央
と上方中央と下方中央に取り付けられたり、右上隅と左下隅と右下隅と左上隅に取り付け
られたりする。
【０２１０】
　電磁駆動ユニット３１、３７及び響板８は、本楽音装置の上面、前面、左側面または右
側面などに設けられてもよいし、ツィーターまたはスピーカーで代用可能である。電磁駆
動ユニット３１、３７には同じ楽音信号であってモノラル信号が送り込まれてもよいし、
電磁駆動ユニット３１、３７は単数とされてもよく、送り込まれる楽音信号はモノラル信
号でもよい。
【０２１１】
　電磁駆動ユニット３１、３７は、長方形の響板８の各長辺の辺縁の中央付近または長辺
の辺縁の中央付近からずれた近傍のほか、長方形の響板８の各短辺の辺縁の中央付近また
は短辺の辺縁の中央付近からずれた近傍に設けられてもよい。この場合でも、響板８の線
対称のほぼ軸線上の響板８の辺縁の近辺の位置に設けられることになる。
【０２１２】
　電磁駆動ユニット３１、３７は、響板８の各辺の中央付近のほか、角／隅付近に取り付
けられても良い。この場合、音量は低下する可能性はあるが、各電磁駆動ユニット３１、
３７相互の干渉の可能性が小さくなる。電磁駆動ユニット３１、３７は、上記響板８の幅
方向に沿って離間され、当該響板８端縁付近に取り付けられてもよい。この場合、各電磁
駆動ユニット３１、３７相互の干渉の可能性は高まるが、音量は増加する。
【０２１３】
　電磁駆動ユニット３１、３７は、響板８の中心を挟んで互いにほぼ対称な位置に取り付
けられるが、非対称な位置に取り付けられてもよい。この場合、響板８の中心から各電磁
駆動ユニット３１、３７までの距離は異なる。電磁駆動ユニット３１、３７は、楽音装置
の底面から異なる高さに取り付けられてもよい。これにより、複数の電磁駆動ユニット３
１、３７のうちの一方の振動／音を床の方から伝わるようにし、他方の振動／音を楽音装
置の上付近または中央付近から伝わるようにできる。
【０２１４】
　電磁駆動ユニット３１、３７は、下前板１８の内側に取り付けられたが、一方または両
方とも上前板１９の内側に取り付けられてもよい。下前板１８及び上前板１９の一方の内
側とした方が、取り付けが容易となる。
【０２１５】
　電磁駆動ユニット３１、３７は、響板８のほか、底板４、屋根板５、左親板６、右親板
７、下前板１８、上前板１９などに取り付けられてもよい。電磁駆動ユニット３１、３７
は、響板８の内側／内面ではなく、響板８の外側／外面に取り付けられてもよい。
【０２１６】
　電磁駆動ユニット３１、３７に送り込まれる楽音信号Ｌ、Ｒは、同じレベルであるが、
異なるレベルにしてもよい。これにより、電磁駆動ユニット３１、３７で形成されるステ
レオ音響がより強調される。
【０２１７】
　響板８の響棒９…の一部または全部が省略されても良い。響板８の響棒９…の断面形状
は方形、三角形、多角形、円形、楕円、半円形、かまぼこ形、扇形など細長ければどのよ
うな形状でもよいし、線対称の形状以外の形状でもよい。響棒９…の両端は細くなってい
るが、響棒９…の太さは均一でもよいし、細い太いが交互に入れ換わったり、中央が細く
なったり太くなったり、端が太くなったり細くなったり、真直ぐなもののほか湾曲してい
てもよい。
【０２１８】
　響棒９…は、等間隔に取り付けられてもよいし、不等間隔に取り付けられても良いし、
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垂直方向／縦向きに取り付けられてもよいし、水平方向／横向きに取り付けられてもよい
し、これらが混在してもよい。響棒９…は響板８の外面／後面／背面ではなく、内面／前
面／正面にも取り付けられてもよいし、両面に取り付けられても良い。この場合、響板８
の柾目と垂直方向または斜めに交差するように取り付けられる。
【０２１９】
　響棒９…の各間隔は、電磁駆動ユニット３１、３７の直径より小さくてもよい。この場
合、電磁駆動ユニット３１、３７は響棒９…の間に位置せず、響棒９…の一本または複数
に重なって取り付けられることになる。電磁駆動ユニット３１、３７は響板８の中心に取
り付けられてもよい。響棒９…の各間隔は、鍵盤２２の中の低音域の楽音が出力指示され
る側に近づくにしたがって徐々に広くなっても、徐々に狭くってなってもよい。各響棒９
…は互いに平行であったが、一部または全部が平行でなくてもよい。
【０２２０】
　楽音装置本体（底板４、屋根板５、左親板６、右親板７、響板８、下前板１８、上前板
１９）は、箱型であったが、八面体、十二面体、円筒、円柱、テーパー状、ラッパ状、球
形、湾曲立体など、どのような形状であってもよい。響板８の形状は方形以外に、円形、
多角形、環状など、平坦であればどのような形状でもよいし、響板８または上記響棒９…
の材質は、木製のほか、金属製、紙製、樹脂製、ガラス製、布製、セラミック製でもよい
。
【０２２１】
　上記響板８は、平坦であるが、凹状に湾曲していても良いし、凸状に湾曲していてもよ
い。これにより、響板８から発生される楽音の波形は平面波ではなく、球面波になる。電
磁駆動ユニット（電磁駆動体）３１、３７は、スピーカー、ツィーターなどに置き換えら
れても良いし、無くてもよい。
【０２２２】
　また、本件発明の装置を取り付ける楽音装置は、アップライトピアノのほか、グランド
ピアノ、電子ピアノ、電子オルガン、チェンバロ、電子チェンバロ、鍵盤ハーモニカ、電
子鍵盤ハーモニカなど鍵盤があればどのような楽音装置でもよいし、弦楽器でもよいし、
鍵盤楽器以外の楽器などでもよい。この場合、響板８はほぼ垂直方向／ほぼ縦向きではな
くほぼ水平方向／ほぼ横向きに配置されるので、電磁駆動ユニット３１、３７もほぼ横向
き／水平方向向きにされて取り付けられる。響棒９…の一部または全部は省略可能である
。
【０２２３】
　さらに、上記複数種類の楽音からなる楽音信号は、複数種類の楽器、音色、音高または
／及びタッチの楽音の信号からなっており、ポリフォニックに発音される楽音の信号であ
り、低音、中音、高音の各周波数帯域の楽音が含まれている。このような楽音信号には、
楽器の弦自体、管自体、打自体の部分の楽音の信号ほか、響板８部分の楽音の信号も含ま
れるが、弦自体、管自体、打自体の部分の楽音の信号のみでもよいし、実際のアコーステ
ィック楽器の響板８部分の楽音の信号のみでもよいし、上記複数種類の楽音からなる楽音
信号はＰＣＭなどのデジタル信号でも良い。
【０２２４】
　電磁駆動ユニット３１、３７が響板８の中心からずれた位置に取り付けられているので
、響板８の振動が共振したりしてしまうことがなくなり、響板８から発せられる楽音が不
用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしまうことがなくなり、実際
のアコースティックな楽器の楽音に近づけることができる。
【０２２５】
　この電磁駆動ユニット３１、３７は、響棒９…の間に取り付けられてもよい。これによ
り、響板８を電磁駆動ユニット３１、３７で振動させてから、この響板８の振動が響棒９
…を通じて響板８全体に伝達され、響板８より響棒９の方が先に音が伝達されることがな
くなり、響板８全体に音が均一に伝わることができる。
【０２２６】
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　上記響棒９…の各間隔は、１０ｃｍ乃至３０ｃｍであり、等間隔ではなく、不等間隔と
なっていてもよい。これにより、響棒９…が振動の節となって、各響棒９…の間で同じ周
波数の音が共振してしまうことがなくなり、響板８から発せられる楽音が不用意に変異し
たり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしまうことがなくなる。このような響棒９
…は響板８の後面側以外に前面側に取り付けられてもよい。
【０２２７】
　響棒９…の各間隔は不均一としてもよい。これにより、響棒９…の各間隔の響板８部分
から発せられる楽音に高さに違いが生じ、響板８の振動が共振したりしてしまうことがな
くなり、響板８から発せられる楽音が不用意に変異したり音量が減少したりしてしまうこ
とがなくなり、実際のアコースティックな楽器の楽音に近づけることができる。
【０２２８】
　電磁駆動ユニット３１、３７に送り込まれる上記楽音信号のそれぞれの大きさ／レベル
／音量または周波数帯域は同じであるが、一方が他方より大きくてもよいし、一方が高音
域、他方が低音域でもよい。これにより、響板８の音量分布を部分的に変えることができ
るし、響板８の周波数帯域分布を部分的に変えることもできる。
【０２２９】
（１４）他の発明の効果
[１]複数種類の楽音からなる楽音信号を機械的変化に変換して、接触する響板を振動させ
て同響板より音を放射させる加振体を、鍵盤楽器の響板の内側に接触した状態で取り付け
、　鍵盤楽器の前面の水平な棚板の下に配置された垂直な下前板の上に形成された穴部に
おいて、この穴部の内側であって、上記棚板に取り付け部材を固定し、　この取り付け部
材に、複数種類の楽音からなる楽音信号を音に変換し、上記棚板に対して音を伝達する発
音体を取り付けることを特徴とする楽音装置の生産方法または改造方法。
【０２３０】
[２]複数種類の楽音からなる楽音信号を機械的変化に変換して、接触する響板を振動させ
て同響板より音を放射させる加振体であって、鍵盤楽器の響板の内側に接触した状態で取
り付けられる加振体と、　鍵盤楽器の前面の水平な棚板の下に配置された垂直な下前板の
上に形成された穴部において、この穴部の内側であって、上記棚板に固定された取り付け
部材と、　この取り付け部材に取り付けられた、複数種類の楽音からなる楽音信号を音に
変換し、上記棚板に対して音を伝達する発音体とを備えたことを特徴とする改造された楽
音装置。
【０２３１】
[３]多数の弦をハンマーで振動させて音高の異なる楽音を各弦から発音させる鍵盤楽器の
アクション機構に対して、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁止させる消音機構
を取り付け、　鍵の操作を検出して、この操作された鍵に応じた楽音信号を生成して出力
する信号出力手段を上記鍵盤楽器に取り付け、　上記消音機構によって弦の発音を禁止さ
せ、上記信号出力手段からの信号出力を許容させることと、上記消音機構によって弦の発
音を許容させ、上記信号出力手段からの信号出力を禁止させることとを切換える消音切換
え手段を上記鍵盤楽器に取り付け、　上記信号出力手段からの楽音信号を機械的変化に変
換して、接触する響板を振動させて同響板より音を放射させる加振体を、鍵盤楽器の響板
に接触した状態で取り付け、　この加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力するか否
かを切換える加振体切換え手段を上記鍵盤楽器に取り付けることを特徴とする楽音装置の
生産方法または改造方法。
【０２３２】
[４]多数の弦をハンマーで振動させて音高の異なる楽音を各弦から発音させる鍵盤楽器の
アクション機構に対して、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁止させる消音機構
と、　鍵の操作を検出して、この操作された鍵に応じた楽音信号を生成して出力する信号
出力手段と、　上記消音機構によって弦の発音を禁止させ、上記信号出力手段からの信号
出力を許容させることと、上記消音機構によって弦の発音を許容させ、上記信号出力手段
からの信号出力を禁止させることとを切換える消音切換え手段と、　上記信号出力手段か
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らの楽音信号を機械的変化に変換して、接触する響板を振動させて同響板より音を放射さ
せる加振体であって、鍵盤楽器の響板に接触した状態で取り付けられる加振体と、　この
加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力するか否かを切換える加振体切換え手段とを
備えたことを特徴とする楽音装置。
【０２３３】
[５]上記加振体切換え手段は、上記消音切換え手段と連動または一体であり、　上記消音
機構によって弦の発音を禁止させ、上記信号出力手段からの信号出力を許容させて、上記
加振体へ楽音信号を出力することと、　上記消音機構によって弦の発音を許容させ、上記
信号出力手段からの信号出力を禁止させて、上記加振体へ楽音信号を出力しないこととを
切換えることを特徴とする請求項４記載の楽音装置。　これにより、加振体の発音と弦の
発音とを連動させ、加振体の発音と弦の発音とを択一的に選択できる。
【０２３４】
[６]上記加振体切換え手段は、上記消音切換え手段と非連動または別体であり、　上記消
音機構によって弦の発音を禁止させ、上記信号出力手段からの信号出力を許容させるとき
に、上記加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力させ、　上記弦の発音を許容させ、
上記信号出力手段からの信号出力を禁止させるときに、上記加振体へ上記信号出力手段か
らの信号を出力させない、　または　上記消音機構によって弦の発音を禁止させ、上記信
号出力手段からの信号出力を禁止させるときに、上記加振体へ上記信号出力手段からの信
号を出力させず、　上記弦の発音を許容させ、上記信号出力手段からの信号出力を許容さ
せるときに、上記加振体へ上記信号出力手段からの信号を出力させることを特徴とする請
求項４記載の楽音装置。これにより、加振体の発音と弦の発音とを非連動にもすることが
でき、加振体の発音と弦の発音とを同時に選択したり、この両方とも同時に選択しなかっ
たりできる。
【０２３５】
[７]上記信号出力手段には上記楽音信号に残響または共鳴を付加する残響共鳴手段が付加
され、上記加振体に当該楽音信号が出力されるときには、残響または共鳴が付加されない
で当該加振体に当該楽音信号が出力され、上記加振体に当該楽音信号が出力されないとき
には、この残響共鳴手段で残響または共鳴が付加されて当該楽音信号が出力されることを
特徴とする請求項４、５または６記載の楽音装置。　これにより、加振体は響板に接触し
ていて残響・共鳴を生成することができるが、加振体以外では残響・共鳴を生成すること
ができないので、これを補うことができる。
【０２３６】
[８]上記加振体に当該楽音信号が出力されないときには、この残響共鳴手段で残響または
共鳴が付加されてヘッドフォンに当該楽音信号が出力され、ヘッドフォンの装着を検出す
る検出手段の検出結果に基づき、ヘッドフォン装着のときは、残響共鳴手段で残響または
共鳴が付加され、　ヘッドフォン非装着のときは、残響共鳴手段で残響または共鳴が付加
されないことを特徴とする請求項４、５、６または７記載の楽音装置。　これにより、楽
音装置／鍵盤楽器全体のように残響・共鳴を生成することができないヘッドフォンでも、
残響・共鳴を生成することができる。
【０２３７】
[９]多数の弦をハンマーで振動させて音高の異なる楽音を各弦から発音させる鍵盤楽器の
アクション機構に対して、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁止させる消音機構
を取り付け、　鍵の操作を検出して、この操作された鍵に応じた楽音信号を生成して出力
する信号出力手段を上記鍵盤楽器に取り付け、　この信号出力手段からの楽音信号を機械
的変化に変換して、接触する響板を振動させて同響板より音を放射させる加振体を、上記
鍵盤楽器の響板に接触した状態で取り付け、　上記信号出力手段からの楽音信号を楽音に
変換して、この楽音が外へ漏れない状態で放音させるヘッドフォンを、上記楽音装置に着
脱自在に取り付け、　上記弦による発音と、上記加振体による発音と、上記ヘッドフォン
による発音とにつき、　弦による発音と加振体または／及びヘッドフォンによる発音とを
同時に行なってこれらの合奏を可能とすること、若しくは加振体による発音とヘッドフォ
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ンによる発音とを同時に行なってこれらの合奏を可能とする切換え手段を上記鍵盤楽器に
取り付けることを特徴とする楽音装置の生産方法または改造方法。
【０２３８】
[１０]多数の弦をハンマーで振動させて音高の異なる楽音を各弦から発音させる鍵盤楽器
のアクション機構に対して、ハンマーが弦を振動させて発音させるのを禁止させる消音機
構と、　鍵の操作を検出して、この操作された鍵に応じた楽音信号を生成して出力する信
号出力手段と、　この信号出力手段からの楽音信号を機械的変化に変換して、接触する響
板を振動させて同響板より音を放射させる加振体であって、鍵盤楽器の響板に接触した状
態で取り付けられる加振体と、　上記信号出力手段からの楽音信号を楽音に変換して、こ
の楽音が外へ漏れない状態で放音させるヘッドフォンと、　上記弦による発音と、上記加
振体による発音と、上記ヘッドフォンによる発音とにつき、　弦による発音と加振体また
は／及びヘッドフォンによる発音とを同時に行なってこれらの合奏を可能とすること、若
しくは加振体による発音とヘッドフォンによる発音とを同時に行なってこれらの合奏を可
能とすることを特徴とする楽音装置。
【０２３９】
[１１]楽器の前面の水平な棚板の下に配置された垂直な下前板の上に形成された穴部にお
いて、　この穴部の内側であって、上記棚板に取り付け部材を固定し、　この取り付け部
材に、複数種類の楽音からなる楽音信号を音に変換し、上記棚板に対して音を伝達する発
音体を取り付けることを特徴とする楽音装置の生産方法または改造方法。
【０２４０】
[１２]楽器の前面の水平な棚板の下に配置された垂直な下前板の上に形成された穴部にお
いて、　この穴部の内側に取り付け部材を固定し、　複数種類の楽音からなる楽音信号を
音に変換する発音体をこの取り付け部材に取り付け、この取り付け部材に傾斜構造を形成
するか、またはこの取り付け部材を斜めに固定することによって、斜め上方の上記棚板下
面に向かって音を放射する位置に、この発音体を取り付けることを特徴とする楽音装置の
生産方法または改造方法。
【０２４１】
[１３]楽器の前面の水平な棚板の下に配置された垂直な下前板の上に形成された穴部と、
　この穴部の内側であって、上記棚板に固定された取り付け部材と、　この取り付け部材
に取り付けられ、複数種類の楽音からなる楽音信号を音に変換し、上記棚板に対して音を
伝達する発音体とを備えたことを特徴とする楽音装置。
【０２４２】
[１４]楽器の前面の水平な棚板の下に配置された垂直な下前板の上に形成された穴部と、
　この穴部の内側に固定された取り付け部材と、　この取り付け部材に取り付けられ、複
数種類の楽音からなる楽音信号を音に変換する発音体であって、取り付け部材に傾斜構造
を形成するか、またはこの取り付け部材を斜めに固定することによって、斜め上方の上記
棚板下面に向かって音を放射する位置に、この発音体が取り付けられることを特徴とする
楽音装置。
【０２４３】
[１５]上記取り付け部材は、上記穴部の下方まで延びていることを特徴とする請求項３ま
たは４記載の楽音装置。これにより、発音体裏側／内側の逆位相の音と、響板裏側／内側
の音とが外へ漏れにくくなり、発音体表側／外側の音と、響板表側／外側の音とが打ち消
されず、楽音装置からの音が小さくならず、音が聞こえにくくならず、音量のバランスが
とられ、音の違和感がなくなる。
【０２４４】
[１６]上記楽器の背面に配置されたほぼ垂直な響板と、　この響板に取りつけられ、複数
種類の楽音からなる楽音信号を機械的変化に変換して、上記楽器の響板を駆動させて同響
板より音を放射させる加振体と、　この楽器背面の加振体へ送られる楽音信号と、上記楽
器前面の発音体へ送られる楽音信号とは同じ楽音信号であって、位相が同じであり、これ
ら発音体と加振体または響板との間には、音を遮蔽する遮蔽体が設けられていることを特
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徴とする請求項１３、１４または１５記載の楽音装置。
【０２４５】
　これにより、発音体裏側／内側の逆位相の音と、響板裏側／内側の音が響板からの音と
が強めあわず、発音体表側／外側の音と、響板表側／外側の音とが打ち消されず、楽音装
置からの音が小さくならず、音が聞こえにくくならず、音量のバランスがとられ、音の違
和感がなくなる。
【０２４６】
[１７]上記遮蔽体は、上記取り付け部材に取り付けられた上記発音体の周囲、背面、左側
面、右側面、上面または下面に取り付けられていることを特徴とする請求項１６記載の楽
音装置。これにより、発音体裏側／内側の逆位相の音と、響板裏側／内側の音が響板から
の音とが強め合いの防止が完全になったり、この強め合いに影響の大きい面のみを塞いで
遮蔽できたりでき、音量のバランスがとられる。
【０２４７】
[１８]上記加振体は上記棚板に取り付けられていることを特徴とする請求項１６または１
７記載の楽音装置。これにより、棚板が振動され演奏者に振動が伝わり、発音体からの音
と相乗的に混合され、アコースティックな楽器と同じ音と振動の演奏感触が得られる。
【０２４８】
[１９]上記加振体は上記響板の内側に一つまたは複数取り付けられ、この響板の外側には
一本または複数の響棒が取り付けられていることを特徴とする請求項１６、１７または１
８記載の楽音装置。加振体が響板の内側に取り付けられると、上記楽音装置内側の発音体
からの音の位相に対して、響板からの音の位相が反転されなくても、楽音装置の外へ放射
される音が打ち消しあうことがない。響棒が響板の外側に取り付けられていると、響板の
外側に放射される音の全方位への放射バランスがよくなり打ち消しあいも少なくなり、響
棒が響板の内側に取り付けられていると、響板の内側に放射される音の全方位への放射バ
ランスがよくなり打ち消しあいも少なくなり、音量のバランスがとられる。
【０２４９】
[２０]上記遮蔽体と上記発音体との間には、発音体の振動／音を吸収して、発音体の振動
／音を遮蔽体に伝えない吸振体が介在されていることを特徴とする請求項１６、１７、１
８または１９記載の楽音装置。これにより、発音体の裏面からの逆位相の音が拡散されず
、発音体の表面からの正位相の音が打ち消されない。
【０２５０】
[２１]振動されて音を放射する平板状の楽器の響板であって、この響板の各部の柾目また
は木目はほぼ同一方向に揃っている響板と、　この響板表面に取り付けられる複数の響棒
であって、この各響棒の各長手方向は上記響板の柾目または木目の方向とは異なる方向に
ほぼ揃っている複数の響棒と、を備えた楽音装置に対して、　複数種類の楽音からなる楽
音信号を機械的変化に変換して、上記楽器の響板を駆動させて同響板より音を放射させる
加振体につき、　この加振体を一端で支えるとともに、他端で上記楽器本体に固定され、
この加振体が響板に当接される力はほぼ同じとされ、上記加振体を上記響板に当接させる
支持体において、この支持体の一端から他端までの長さが長いほど、加振体と響板との間
に柔軟体が介在され、短いほど同柔軟体が介在されないことを特徴とする楽音装置の生産
方法または加工方法。
【０２５１】
[２２]振動されて音を放射する平板状の楽器の響板であって、この響板の各部の柾目また
は木目はほぼ同一方向に揃っている響板と、　この響板表面に取り付けられる複数の響棒
であって、この各響棒の各長手方向は上記響板の柾目または木目の方向とは異なる方向に
ほぼ揃っている複数の響棒と、　複数種類の楽音からなる楽音信号を機械的変化に変換し
て、上記楽器の響板を駆動させて同響板より音を放射させる複数の加振体と、　この加振
体を一端で支えるとともに、他端で上記楽器本体に固定され、この加振体が響板に当接さ
れる力はほぼ同じとされ、上記加振体を上記響板に当接させる支持体において、この支持
体の一端から他端までの長さが長いほど、加振体と響板との間に柔軟体が介在され、短い
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ほど同柔軟体が介在されないことを特徴とする楽音装置。
【０２５２】
[２３]上記支持体の一端から他端までの長さが長いほど、上記柔軟体の厚さは厚くなるこ
とを特徴とする請求項２２記載の楽音装置。ここで、支持体の一端から他端までの長さが
長いほど、加振体の加振に対して響板の振動が追従しにくく遅れ易くなるが、介在される
柔軟板によってこの遅れが吸収され、響板と加振体とが互いにぶつかり合って生じる異常
な共振音が生じなくなる。したがって、介在される柔軟板によるこの遅れの吸収が、連続
的／段階的／無段階に実現される。
【０２５３】
[２４]上記加振体が響板に当接される力は、加振体の自重、自重の２倍、３倍、４倍、５
倍、６倍、７倍、８倍、９倍、１０倍、十数倍または数十倍より大きく、楽器本体内の駒
の上記響板への加圧力より小さいことを特徴とする請求項２２または２３記載の楽音装置
。これにより、加振体が響板に当接される力が加振体の自重より大きいと、加振体の加振
力が確実に響板に伝えられ、響板と加振体とが互いにぶつかり合って生じる異常な共振音
が生じなくなる。また、加振体が響板に当接される力が楽器本体内の駒の響板への加圧力
より小さいと、弦の振動／音が駒を通じて響板に伝わるのを妨害して支障を与えることが
なくなり、加振体による振動／音以外に弦による振動／音も変質されずに確実に響板から
発音／放射される。
【０２５４】
[２５]上記一端から他端までの長さが長い支持体は、鍵盤楽器の底板の上面に取り付けら
れ、上記一端から他端までの長さが短い支持体は、鍵盤楽器の棚板の下面に取り付けられ
ることを特徴とする請求項２２、２３または２４記載の楽音装置。これにより、加振体か
らの音の放射位置を鍵盤や棚板に近い位置にすることができ、鍵盤を演奏／操作している
指／手が、音の放射／振動を感じることができ、実際の演奏に近い感触を得ることができ
る。また、各支持体の加振体の間が、この支持体、底板、棚板、左親板、右親板などが介
在して、一方の加振体の振動／音が他方の加振体に伝わりにくくなり、異常な共振音が生
じなくなり、加振体の音質を高く保つことができる。
【０２５５】
[２６]上記複数の加振体の一部は上方から吊り下げられ、他の一部は下方から持ち上げら
れていることを特徴とする請求項２２、２３、２４または２５記載の楽音装置。これによ
り、加振体からの音の放射位置を鍵盤や棚板に近い位置にすることができ、鍵盤を演奏／
操作している指／手が、音の放射／振動を感じることができ、実際の演奏に近い感触を得
ることができる。また、各支持体の加振体の間が、この支持体、底板、棚板、左親板、右
親板などが介在して、一方の加振体の振動／音が他方の加振体に伝わりにくくなり、異常
な共振音が生じなくなり、加振体の音質を高く保つことができる。
【０２５６】
[２７]上記複数の加振体は、上記響板の長手方向に沿って離間され、当該響板の端縁付近
に取り付けら得ることを特徴とする請求項２２、２３、２４、２５または２６記載の楽音
装置。これにより、複数の加振体が接近して複数の加振体からの振動／音が互いに干渉し
あって響板から発せられる楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少した
りしてしまうことがなくなる。
【０２５７】
[２８]上記複数の加振体は、楽音装置の底面からほぼ同じ高さに取り付けられることを特
徴とする請求項２２、２３、２４、２５、２６または２７記載の楽音装置。これにより、
加振体からの各振動／各音が床面、楽音装置の底板に反射してかもし出す音場・音の雰囲
気にアンバランスが生じず、加振体からの各振動／各音が左右均等に発せられる。
【０２５８】
[２９]上記響板は線対称の形状をしており、この線対称のほぼ軸線上の位置に、上記加振
体は取りつけられていることを特徴とする請求項２２、２３、２４、２５、２６、２７ま
たは２８記載の楽音装置。これにより、加振体からの各振動／各音が響板の重心・中心に
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対して効率よく伝わり、響板の音量が低下してしまうことがなくなる。
【０２５９】
[３１]振動されて音を放射する平板状の楽器の響板であって、この響板の各部の柾目また
は木目はほぼ同一方向に揃っている線対称の響板と、　この響板表面に取り付けられる複
数の響棒であって、この各響棒の各長手方向は上記響板の柾目または木目の方向とは異な
る方向にほぼ揃っている複数の響棒と、を備えた楽音装置に対して、　複数種類の楽音か
らなる楽音信号を機械的変化に変換して、上記楽器の響板を駆動させて同響板より音を放
射させる加振体を、上記響板の線対称のほぼ軸線上の響板の辺縁の近辺の位置であって、
上記響板の柾目または木目に沿った方向が、この軸線と上記響板の辺縁の方向とからほぼ
等角になるとともに、各響棒の各長手方向に沿った方向が、この軸線と上記響板の辺縁の
方向とからもほぼ等角になる位置の響板の表面に取り付けることを特徴とする楽音装置の
生産方法または加工方法。
【０２６０】
[３２]振動されて音を放射する平板状の楽器の響板であって、この響板の各部の柾目また
は木目はほぼ同一方向に揃っている線対称の響板と、　この響板表面に取り付けられる複
数の響棒であって、この各響棒の各長手方向は上記響板の柾目または木目の方向とは異な
る方向にほぼ揃っている複数の響棒と、　複数種類の楽音からなる楽音信号を機械的変化
に変換して、上記楽器の響板を駆動させて同響板より音を放射させる加振体であって、上
記響板の線対称のほぼ軸線上の響板の辺縁の近辺の位置であって、上記響板の柾目または
木目に沿った方向が、この軸線と上記響板の辺縁とからほぼ等角になるとともに、各響棒
の各長手方向に沿った方向が、この軸線と上記響板の辺縁とからもほぼ等角になる位置の
響板の表面に取り付けられる加振体とを備えたことを特徴とする楽音装置。
【０２６１】
[３３]上記加振体は、楽音装置の複数の弦が架けられる駒の各部分からほぼ等距離の位置
に取り付けられることを特徴とする請求項３２記載の楽音装置。これにより、加振体から
の振動／音が駒を通じて各弦に均一に伝わり、一部の弦に偏ることがなく、加振体による
振動／音と弦の共鳴との調和を取ることができる。
【０２６２】
[３４]振動されて音を放射する平板状の楽器の響板であって、この響板の各部の柾目また
は木目はほぼ同一方向に揃っている響板と、　この響板表面に取り付けられる複数の響棒
であって、この各響棒の各長手方向は上記響板の柾目または木目の方向とは異なる方向に
ほぼ揃っている複数の響棒と、を備えた楽音装置に対して、　複数種類の楽音からなる楽
音信号を機械的変化に変換して、上記楽器の響板を駆動させて同響板より音を放射させる
複数の加振体を、上記響板の柾目または木目に沿った同一線上からずれた位置及び上記各
響棒の各長手方向に沿った同一線上からもずれた位置の響板の表面に取り付けることを特
徴とする楽音装置の生産方法または加工方法。
【０２６３】
[３５]振動されて音を放射する平板状の楽器の響板であって、この響板の各部の柾目また
は木目はほぼ同一方向に揃っている響板と、　この響板表面に取り付けられる複数の響棒
であって、この各響棒の各長手方向は上記響板の柾目または木目の方向とは異なる方向に
ほぼ揃っている複数の響棒と、　複数種類の楽音からなる楽音信号を機械的変化に変換し
て、上記楽器の響板を駆動させて同響板より音を放射させる複数の加振体であって、上記
響板の柾目または木目に沿った同一線上からずれた位置及び上記各響棒の各長手方向に沿
った同一線上からもずれた位置の響板の表面に取り付けられる複数の加振体と、を備えた
ことを特徴とする楽音装置。
【０２６４】
[３６]上記複数の加振体は、上記響板の長手方向に沿って離間され、当該響板の端縁付近
に取り付けられることを特徴とする請求項３５記載の楽音装置。これにより、複数の加振
体が接近して複数の加振体からの振動／音が互いに干渉しあって響板から発せられる楽音
が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしまうことがなくなる。
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【０２６５】
[３７]上記複数の加振体は、上記響板のほぼ中心を挟んで、できるだけ互いに離間される
位置に取り付けられることを特徴とする請求項３５または３６記載の楽音装置。これによ
り、複数の加振体が接近して複数の加振体からの振動／音が互いに干渉しあって響板から
発せられる楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしまうこ
とがなくなる。
【０２６６】
[３８]上記加振体は、上記響板の中心を挟んで互いにほぼ対称な位置に取り付けられるこ
とを特徴とする請求項３５、３６または３７載の楽音装置。これにより、加振体からの各
振動／各音の響板への伝達に、音量・音質のアンバランスが生じず、加振体からの各振動
／各音を均等に響板に伝えることができる。
【０２６７】
[３９]上記複数の加振体は、楽音装置の底面からほぼ同じ高さに取り付けられることを特
徴とする請求項３５、３６、３７または３８記載の楽音装置。これにより、加振体からの
各振動／各音が床面、楽音装置の底板に反射してかもし出す音場・音の雰囲気にアンバラ
ンスが生じず、加振体からの各振動／各音が左右均等に発せられる。
【０２６８】
[４０]上記響板は線対称の形状をしており、この線対称のほぼ軸線上の位置に、上記加振
体は取りつけられていることを特徴とする請求項３５、３６、３７、３８または３９記載
の楽音装置。これにより、加振体からの各振動／各音が響板の重心・中心に対して効率よ
く伝わり、響板の音量が低下してしまうことがなくなる。
【０２６９】
[４１]上記加振体は、上記響板において楽音装置の内側に取り付けられ、上記響棒は当該
響板において楽音装置の外側に取り付けられていることを特徴とする請求項３２、３５、
３６、３７、３８、３９または４０記載の楽音装置。これにより、加振体が響棒に当たる
ことを防ぐことができる。しかも、楽音装置の外から加振体を隠すことができ外観を損な
うことがない。しかも、加振体は、響棒に当接しないで、響棒に対応した位置に取り付け
ることも可能となる。
【０２７０】
[４２]上記複数の加振体に送り込まれる上記楽音信号のそれぞれの位相は異なっているこ
とを特徴とする請求項３２、３５、３６、３７、３８、３９、４０または４１記載の楽音
装置。これにより、１つの響板で位相の異なる音を出して、ステレオ音響を形成できる。
しかも、響板からの音は平面波なので、音像を形成できる範囲を一点ではなく広くできる
。
【０２７１】
[４３]上記複数の加振体に送り込まれる上記楽音信号のそれぞれの位相は同じであること
を特徴とする請求項３２、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１または４２記載の
楽音装置。これにより、響板からの音が強め合って大きくなる。
【０２７２】
[４４]上記複数の加振体に送り込まれる上記楽音信号のそれぞれの位相差は、この複数の
加振体の離間距離が大きくなるほど大きくなることを特徴とする３２、３５、３６、３７
、３８、３９、４０、４１、４２または４３記載の楽音装置。これにより、音量を相乗的
に大きくする状態からステレオ音響を形成する状態まで段階的に変えていくことができる
。
【産業上の利用可能性】
【０２７３】
　弦発音／弦消音、楽音信号出力／非出力、加振体への出力／非出力、ヘッドフォンへの
出力／非出力を任意の組み合わせで連動／非連動させる。消音切換レバー１７９（消音切
換え手段）の弦発音／弦消音の切換えと、駆動回路（信号出力手段）の電源の投入／遮断
と、切換えスイッチ７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ（加振体切換え手
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段）への出力／非出力、ヘッドフォン７８の差込みスイッチ７９Ｌ、７９Ｒの出力／非出
力とは一部または全てが連動・一体とされたり、一部または全てが非連動／独立・別体と
されたりする。
【０２７４】
　弦１３７発音、楽音信号出力、電磁駆動ユニット３１、３７などからの発音、ヘッドフ
ォン７８からの発音につき、全て発音・出力から、いずれかの発音・出力、いずれも発音
・出力しない無音の状態まで、種々の演奏状態を実現できる。
【０２７５】
　発音体からの音が楽器前面の棚板に当たり、棚板や棚板の上の鍵盤などが振動して、ア
コースティックな楽器と同じ演奏感触が得られる。取り付け板５３の両端内面に断面「Ｌ
字状」の取り付け金具５４、５４が固定され、取り付け板５３の中央内面にスピーカー５
１、５１が取り付けられている。取り付け金具５４、５４の折り曲げ角度はやや鋭角とな
っていて、取り付け板５３が斜めに固定され、スピーカー５１、５１からの音が斜め上方
の棚板１４下面に向かって放射される。
【０２７６】
　加振体を支持する支持体の一端から他端までの長さに応じて、加振体と響板との間に柔
軟体が介在されたりされなかったりして、異常音が防止される。加振体を支持する支持体
の一端から他端までの長さが長いほど、加振体と響板との間に柔軟体が介在され、短いほ
ど同柔軟体が介在されない。これにより、響板と加振体との間の異常音が防止される。
【０２７７】
　三角金具３６（支持体）の先端に取り付けられている電磁駆動ユニット（加振体）３７
の加振面には柔軟板２１が取り付けられ、Ｌ字金具３２の先端の電磁駆動ユニット３１に
は取り付けられない。この柔軟板２１はクッション性があり、電磁駆動ユニット３７（３
１）と響板８との間に介在される。
【０２７８】
　これにより、Ｌ字金具３２及び三角金具３６の長さが長いほど、電磁駆動ユニット３７
（３１）の加振に対して響板８の振動が追従しにくく遅れ易くなるが、介在される柔軟板
２１によってこの遅れが吸収され、響板８と電磁駆動ユニット３７（３１）とが互いにぶ
つかり合って生じる異常な共振音が生じない。三角金具３６とＬ字金具３２とはいずれか
が一方のみまたは両方が取り付けられる。
【０２７９】
　響板の柾目の方向が、響板の線対称の軸線と響板の辺縁とから等角になり、各響棒の方
向が、この軸線と響板の辺縁とから等角になる位置に加振体が取り付けられ、加振体から
の振動／音が、響板の柾目及び響棒の一部に沿って偏らなくなる。
【０２８０】
　電磁駆動ユニット３１は、響板８の線対称のほぼ軸線Ｅ上の響板８の辺縁の近辺の位置
に取り付けられる。響板８の柾目の方向Ｐは、この軸線Ｅと響板８の辺縁の方向ＡＢとか
らほぼ等角になる。各響棒９の方向Ｓは、この軸線Ｅと響板８の辺縁の方向ＡＢとからも
ほぼ等角になる。
【０２８１】
　このような等角位置により、電磁駆動ユニット３１からの振動／音が、響板８の柾目に
沿って偏らず、響棒９…の一部に沿って偏らず、響板８の振動／音が響板の一部に偏らず
、響板８全体に均一に伝達され、響板８からの楽音の変質／歪みがなくなる。
【０２８２】
　響板の柾目及び響棒の各長手方向に沿った同一線上からずれた位置の響板表面に加振体
が取付けられ、加振体からの振動／音が、響板の柾目及び響棒の一部に沿って偏らなくな
る。左の電磁駆動ユニット３１は響板８の左端（図３右端）であって、棚板１４のすぐ下
の位置に取り付けられている。右の電磁駆動ユニット３７は響板８の右端（図３左端）で
あって、棚板１４と底板４のほぼ中間位置に取り付けられている。
【０２８３】
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　電磁駆動ユニット３１及び３７は、響板８の長手方向に沿って離間され、響板８の左右
の端縁付近に取り付けられている。これにより、互いに干渉しあって響板８から発せられ
る楽音が不用意に変異したり変質したり歪んだり音量が減少したりしてしまうことがなく
なる。
【図面の簡単な説明】
【０２８４】
【図１】楽音装置の左方から見た縦断面を示す。
【図２】楽音装置の右方から見た縦断面を示す。
【図３】楽音装置の背面を示す。
【図４】楽音装置の正面を示す。
【図５】電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）３１の取り付け構造を示す。
【図６】電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）３７の取り付け構造を示す。
【図７】電磁駆動ユニット３１、３７の駆動回路（楽音制御回路）を示す。
【図８】電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）３１の取り付け位置を示す。
【図９】スピーカー５１（発音体）、取り付け板５３などの縦断面を示す。
【図１０】ツィーター５５（発音体）、取り付け板５３などの縦断面を示す。
【図１１】スピーカー５１、ツィーター５５（発音体）、取り付け板５３などの横断面を
示す。
【図１２】スピーカー５１（発音体）、取り付け板５３などの第二実施例の縦断面を示す
。
【図１３】スピーカー５１（発音体）、取り付け板５３などの第三実施例の縦断面を示す
。
【図１４】消音切換レバー１７９（消音切換え手段）、駆動回路（信号出力手段）の電源
の投入／遮断、切換えスイッチ７４Ｌ～７６Ｒ（加振体切換え手段）、ヘッドフォン７８
の差込みスイッチ７９Ｌ、７９Ｒの各切換えに応じた各演奏状態を示す。
【図１５】打弦発音時のピアノの側断面を示す。
【図１６】電子発音時のピアノの側断面を示す。
【図１７】切換機構１０５を示す。
【図１８】楽音回路８０を示す。
【符号の説明】
【０２８５】
　１…骨組み（支柱）、２…内支柱、
　３…ピン板、４…底板、
　５…屋根板、６…左親板、
　７…右親板、８…響板、
　９…響棒、１０…フレーム、
　１１…弦（ピアノ線）、１２…前土台、
　１３…棚受け柱、１４…棚板、
　１５…鍵盤、１６…腕木、
　１７…鍵盤蓋、１８…下前板、
　１９…上前板、２０駒、２１…柔軟板（柔軟体）、
　３１、３７…電磁駆動ユニット（電磁駆動体／加振体）、
　３２…Ｌ字金具（支持体）、３３…ボルト、
　３４…ナット、３５…調節つまみ、
　３６…三角金具（支持体）、４１…パンポット回路、
　４２Ｌ…左ＤＳＰフィルタ、４２Ｒ…右ＤＳＰフィルタ、
　４３Ｌ…左４バンドイコライザー、４３Ｒ…右４バンドイコライザー、
　４４Ｌ…左位相制御回路、４４Ｒ…右位相制御回路、
　４５Ｌ…左アンプ、４５Ｒ…右アンプ、
　４８…取付けクッション、４９…ＡＭＰ基板（プリント基板）、
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　５１…スピーカー（発音体）、５２…穴部、５３…取り付け板（取り付け部材）、
　５４…取り付け金具（取り付け部材）、５５…ツィーター（発音体）、
　５６…スピーカークッション（吸振体）、５７…箱カバー（遮蔽体）、
　５８…放音穴、５９…布、６１…パンポット回路、
　６２Ｌ…左ＤＳＰフィルタ、６２Ｒ…右ＤＳＰフィルタ、
　６３Ｌ…左ＤＳＰフィルタ、６３Ｒ…右ＤＳＰフィルタ、
　６４Ｌ…左ＤＳＰフィルタ、６４Ｒ…右ＤＳＰフィルタ、
　６５Ｌ…左４バンドイコライザー、６５Ｒ…右４バンドイコライザー、
　６６Ｌ…左４バンドイコライザー、６６Ｒ…右４バンドイコライザー、
　６７Ｌ…左４バンドイコライザー、６７Ｒ…右４バンドイコライザー、
　６８Ｌ…左位相制御回路、６８Ｒ…右位相制御回路、
　６９Ｌ…左位相制御回路、６９Ｒ…右位相制御回路、
　７０Ｌ…左位相制御回路、７０Ｒ…右位相制御回路、
　７１Ｌ…左アンプ、７１Ｒ…右アンプ、
　７２Ｌ…左アンプ、７２Ｒ…右アンプ、
　７３Ｌ…左アンプ、７３Ｒ…右アンプ、
　７４Ｌ、７５Ｌ、７６Ｌ、７４Ｒ、７５Ｒ、７６Ｒ…切換えスイッチ（加振体切換え手
段）、
　７７Ｌ、７７Ｒ…残響共鳴回路、７８…ヘッドフォン、
　７９Ｌ、７９Ｒ…差込みスイッチ（加振体切換え手段）、
　８０…楽音回路、８１、８２…発光部（信号出力手段）、
　８３、８４…受光部（信号出力手段）、８５…スキャン回路（信号出力手段）、
　８６…ＣＰＵ、８７…ＲＯＭ、
　８８…ＲＡＭ、９０…トーンジェネレータ、
　８１、８２、８３、８４、８５…キー操作検出手段、
　８６、８７、８８、９０…楽音信号生成手段、
　９１…サウンドシステム、９２…ＭＩＤＩ回路、
　９２…電源回路、９３…電源スイッチ（消音切換え手段）、
　１０１…打弦機構、１０２…ダンパー機構、
　１０３（１６２、１６３、１６４、１６５）…ジャック禁止機構（消音機構）、
　１０４（１７２、１７３、１７４、１７５）…ハンマー禁止機構（消音機構）、
　１０５（１６８、１６９、１７６、１７７、１７８、１７９）…切換機構（消音切換え
手段）、
　１１１…棚板、１１２…鍵（キー）、
　１２５…バランスピン、１２７…ウィッペン、
　１２８…ウィッペンフレンジ、１２９…センターレール、
　１３０…ジャック、１３０ａ…突出部、
　１３１…ジャックスプリング、１３２…レギュラティングボタン、
　１３３…ハンマーバット、１３４…ハンマーシャンク、
　１３５…バットフレンジ、１３６…ハンマーヘッド、
　１３７…弦、１３８…ハンマーレール、
　１３９…緩衝部、１４０…バックストップ、
　１４１…バックチェック、１４４…ダンパーレバー、
　１４７…ダンパーヘッド、１４９…ダンパーレバーストップレール、
　１６１…アクションブラケット、１６２…回転軸、
　１６３…支持リンク、１６４…支持軸、
　１６５…ジャックシフトローラ（消音機構）、１６６…駆動リンク、
　１６８…スプリング、１６９…ストッパ、
　１７２…回転軸、１７３…支持リンク（消音機構）、
　１７４…支持軸、１７５…ハンマーストップローラ（消音機構）、
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　１７６…駆動リンク（消音機構）、１７７…切換ワイヤー（消音切換え手段）、
　１７８…ワイヤーチューブ、１７９…消音切換レバー（消音切換え手段）。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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